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Rights
オ
ー
ス
ト
リ
ア
に
お
け
る
事
業
所
レ
ベ
ル
を
超
え
た
労
働
者
利
益
代
表
の
意
義
と
機
能
水
島
郁
子
一
は
じ
め
に
二
社
会
的
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
三
労
働
組
合
四
労
働
者
会
議
所
五
お
わ
り
に
一
は
じ
め
に
オ
ー
ス
ト
リ
ア
は
中
欧
に
位
置
す
る
人
口
約
八
四
〇
万
人
の
連
邦
共
和
国
で
あ
る
。
オ
ー
ス
ト
リ
ア
労
働
法
は
、
ド
イ
ツ
の
そ
れ
と
比
較
的
類
似
し
て
発
展
し
て
き
た
。
す
な
わ
ち
オ
ー
ス
ト
リ
ア
で
は
一
九
世
紀
半
ば
か
ら
、
労
働
者
保
護
を
目
的
と
す
る
立
法
を
皮
切
り
に
、
続
い
て
団
体
的
労
働
関
係
法
が
形
成
さ
れ
、
さ
ら
に
社
会
保
険
法
が
導
入
さ
れ
る
と
い
う
形
で
展
開
し
て
き
た
。
民
法
典
を
基
礎
と
し
つ
つ
、
職
業
ご
と
あ
る
い
は
問
題
ご
と
に
個
別
法
で
立
法
化
が
な
さ
れ
て
き
た
こ
と
も
、
ド
イ
ツ
に
共
通
す
る
。
第
二
次
世
界
（
１
）
オーストリアにおける事業所レベルを超えた労働者利益代表の意義と機能
（阪大法学）６０（４-59）777〔２０１０．１１〕
大
戦
以
降
の
オ
ー
ス
ト
リ
ア
に
お
け
る
労
働
法
分
野
の
法
制
定
・
法
改
正
は
ド
イ
ツ
と
比
べ
る
と
少
な
く
、
形
式
面
で
の
法
規
定
の
整
序
が
す
す
ん
で
い
な
か
っ
た
り
、
内
容
面
で
の
違
い
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
り
し
て
い
る
。
と
は
い
え
現
在
に
お
い
て
も
、
基
本
的
な
法
制
度
は
ド
イ
ツ
の
そ
れ
に
近
い
と
い
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
オ
ー
ス
ト
リ
ア
は
一
九
九
五
年
に
Ｅ
Ｕ
に
加
盟
し
た
こ
と
か
ら
、
ド
イ
ツ
そ
の
他
Ｅ
Ｕ
諸
国
の
労
働
法
と
の
融
合
・
接
近
は
、
今
後
さ
ら
に
進
む
と
思
わ
れ
る
。
本
稿
が
対
象
と
す
る
労
働
者
の
利
益
を
代
表
す
る
組
織
に
関
し
て
も
、
ド
イ
ツ
と
の
共
通
点
が
見
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
日
本
で
は
労
働
組
合
が
一
般
に
、
企
業
別
に
組
織
さ
れ
る
の
に
対
し
て
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
や
ド
イ
ツ
の
労
働
組
合
は
企
業
を
超
え
て
組
織
さ
れ
る
。
労
働
組
合
は
労
働
協
約
を
締
結
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
も
、
構
成
員
の
利
益
を
代
表
す
る
。
事
業
所
に
組
織
さ
れ
る
事
業
所
委
員
会
も
、
労
働
者
利
益
代
表
組
織
の
一
つ
で
あ
る
。
こ
の
事
業
所
委
員
会
制
度
は
オ
ー
ス
ト
リ
ア
に
も
ド
イ
ツ
に
も
見
ら
れ
る
が
、
日
本
に
は
見
ら
れ
な
い
。
事
業
所
委
員
会
は
事
業
所
協
定
を
締
結
し
、
事
業
所
レ
ベ
ル
な
い
し
部
分
的
に
企
業
レ
ベ
ル
で
、
労
働
者
の
利
益
を
代
表
す
る
。
オ
ー
ス
ト
リ
ア
と
ド
イ
ツ
の
法
制
度
上
、
労
働
組
合
と
事
業
所
委
員
会
は
完
全
に
区
別
さ
れ
て
い
る
が
、
実
際
の
と
こ
ろ
、
労
働
組
合
と
事
業
所
委
員
会
は
相
互
に
密
接
に
関
係
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
も
両
国
の
共
通
点
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
や
ド
イ
ツ
の
労
働
者
利
益
代
表
は
日
本
の
そ
れ
と
大
き
く
異
な
る
も
の
で
あ
り
、
日
本
と
対
比
す
れ
ば
、両
国
の
利
益
代
表
は
類
似
し
て
い
る
と
い
え
る
。
し
か
し
な
が
ら
、オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
労
働
者
利
益
代
表
は
、次
の
三
点
で
ド
イ
ツ
と
決
定
的
に
異
な
る
。
こ
れ
は
、
ド
イ
ツ
の
み
な
ら
ず
他
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
と
比
較
し
て
も
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
に
特
有
の
も
の
で
あ
る
。第
一
に
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
に
は
法
律
上
の
労
働
者
利
益
代
表
が
存
在
す
る
。
労
働
者
会
議
所
（KammerfürArbeiterund
Angestellte,Arbeiterkammer
）
は
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
全
労
働
者
の
利
益
を
代
表
す
る
組
織
で
あ
り
、
労
働
者
は
労
働
者
会
議
所
へ
の
加
入
が
、
法
律
で
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
労
働
者
会
議
所
は
労
働
組
合
と
同
様
、
事
業
所
レ
ベ
ル
を
超
え
た
組
織
で
あ
る
が
、
（
２
）
（
３
）
（
４
）
論 説
（阪大法学）６０（４-60）778〔２０１０．１１〕
労
働
組
合
へ
の
加
入
が
任
意
で
あ
る
の
に
対
し
て
労
働
者
会
議
所
へ
の
加
入
は
強
制
さ
れ
て
い
る
点
が
、大
き
な
違
い
で
あ
る（
図
１
参
照
）。利
益
代
表
は
、
ま
ず
そ
の
構
成
員
の
利
益
を
代
表
す
る
も
の
で
あ
る
の
で
、
全
労
働
者
を
カ
バ
ー
す
る
労
働
者
会
議
所
の
存
在
意
義
・
役
割
は
、
労
働
法
に
お
い
て
き
わ
め
て
大
き
い
。
法
律
で
労
働
者
の
加
入
を
強
制
す
る
労
働
者
利
益
代
表
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
に
お
い
て
も
珍
し
く
、
同
様
の
労
働
者
会
議
所
は
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
と
ド
イ
ツ
の
二
つ
の
連
邦
州
（
ザ
ー
ル
ラ
ン
ト
、
ブ
レ
ー
メ
ン
）
で
見
ら
れ
る
の
み
で
あ
る
。
第
二
に
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
で
は
第
二
次
世
界
大
戦
後
、
労
働
者
と
使
用
者
が
対
立
す
る
よ
り
は
む
し
ろ
、
現
存
の
諸
問
題
を
協
調
的
な
方
法
に
よ
り
解
決
す
る
こ
と
を
試
み
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
利
益
代
表
ら
は
基
本
的
に
、
自
ら
の
目
的
が
達
成
さ
れ
た
場
合
に
、
相
手
方
に
と
っ
て
重
要
で
あ
る
事
柄
に
つ
い
て
譲
歩
す
る
用
意
を
示
す
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
後
も
労
使
の
協
調
路
線
が
徹
底
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
思
想
は
、
次
に
述
べ
る
社
会
的
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
精
神
と
し
て
あ
ら
ゆ
る
レ
ベ
ル
に
お
け
る
労
働
関
係
に
浸
透
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
で
は
争
議
行
為
は
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
い
し
、
争
議
行
為
の
も
つ
意
味
も
、
ド
イ
ツ
と
は
異
な
っ
て
い
る
。
（
５
）
（
６
）
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図１ オーストリアにおける労働者利益代表（筆者作成）
第
三
に
、
協
調
的
な
労
使
関
係
が
、
社
会
的
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
（Sozialpartnerschaft
）
の
基
礎
を
な
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
社
会
的
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
は
一
種
の
「
コ
ー
ポ
ラ
テ
ィ
ズ
ム
」
で
あ
る
が
、
政
府
も
加
わ
り
協
働
し
て
、
社
会
・
経
済
上
の
諸
問
題
に
幅
広
く
取
り
組
ん
で
い
る
。
社
会
的
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
担
い
手
（
社
会
的
パ
ー
ト
ナ
ー
）
は
、
労
使
双
方
の
会
議
所
と
労
働
組
合
で
あ
る
。
労
働
者
が
労
働
者
会
議
所
へ
の
加
入
を
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
る
の
と
同
様
、
使
用
者
は
商
工
会
議
所
（Wirtschaftskammer
）
へ
の
加
入
が
法
律
に
よ
り
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
社
会
的
パ
ー
ト
ナ
ー
は
立
法
に
も
深
く
関
与
し
、
そ
の
影
響
力
は
き
わ
め
て
大
き
い
。
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
労
働
者
利
益
代
表
は
、
労
使
関
係
に
お
け
る
利
益
代
表
に
と
ど
ま
ら
ず
、
労
働
関
係
全
般
、
さ
ら
に
は
社
会
政
策
・
経
済
政
策
に
お
い
て
も
労
働
者
側
の
利
益
を
代
表
し
て
い
る
。
オ
ー
ス
ト
リ
ア
労
働
法
は
、
こ
の
よ
う
な
独
特
な
労
働
者
利
益
代
表
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
意
義
や
機
能
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
オ
ー
ス
ト
リ
ア
労
働
法
の
理
解
の
た
め
に
も
重
要
で
あ
る
。
以
下
、
本
稿
で
は
社
会
的
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
に
言
及
し
た
う
え
で（
二
）、
事
業
所
レ
ベ
ル
を
超
え
た
二
つ
の
労
働
者
利
益
代
表
、
す
な
わ
ち
、
任
意
加
入
の
労
働
組
合（
三
）と
強
制
加
入
の
労
働
者
会
議
所（
四
）の
意
義
と
機
能
を
考
察
す
る
。
二
社
会
的
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
１
憲
法
上
の
根
拠
社
会
的
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
な
い
し
社
会
的
パ
ー
ト
ナ
ー
は
、
政
治
学
も
し
く
は
社
会
学
の
専
門
用
語
と
し
て
、
ま
た
一
般
用
語
と
し
て
用
い
ら
れ
る
に
と
ど
ま
ら
ず
、
連
邦
憲
法
上
承
認
さ
れ
た
概
念
で
あ
る
。
二
〇
〇
八
年
の
連
邦
憲
法
改
正
に
よ
り
、「
自
治
」の
章
が
新
た
に
第
五
章
に
設
け
ら
れ
、地
方
公
共
団
体（
連
邦
憲
法
一
一
五
条
以
下
、
旧
第
四
章
）
と
そ
の
他
の
自
治
（
一
二
〇
ａ
条
以
下
）
が
規
定
さ
れ
た
。
後
者
に
関
し
、
連
邦
憲
法
一
二
〇
ａ
条
一
項
は
、「
独
（
７
）
（
８
）
論 説
（阪大法学）６０（４-62）780〔２０１０．１１〕
占
的
に
も
し
く
は
主
と
し
て
共
通
す
る
利
益
の
た
め
に
共
同
し
て
処
理
さ
れ
る
こ
と
が
適
当
か
つ
適
切
で
あ
る
公
的
任
務
を
独
立
し
て
遂
行
す
る
た
め
に
、法
律
に
よ
り
自
治
組
織
を
構
成
す
る
こ
と
が
で
き
る
。」と
規
定
し
、地
方
公
共
団
体
以
外
の
、属
地
に
よ
ら
な
い
自
治
組
織
の
結
成
を
承
認
し
て
い
る
。さ
ら
に
同
二
項
は
、「
共
和
国
は
社
会
的
パ
ー
ト
ナ
ー
の
役
割
を
承
認
す
る
。共
和
国
は
そ
の
独
立
性
を
尊
重
し
、
自
治
組
織
の
設
置
に
よ
り
社
会
的
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
に
基
づ
く
対
話
を
促
進
す
る
。」
と
述
べ
る
。
同
条
は
、
ど
の
よ
う
な
組
織
が
自
治
組
織
に
該
当
す
る
の
か
に
つ
い
て
明
言
し
て
い
な
い
。
し
か
し
少
な
く
と
も
こ
れ
ら
の
条
項
が
、
こ
れ
ま
で
社
会
的
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
て
き
た
会
議
所
を
念
頭
に
お
い
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
連
邦
憲
法
改
正
に
よ
り
、
会
議
所
が
憲
法
上
の
根
拠
を
持
つ
自
治
組
織
で
あ
る
こ
と
が
承
認
さ
れ
る
と
と
も
に
、
国
が
そ
の
独
立
性
を
尊
重
し
、
社
会
的
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
促
進
す
る
立
場
を
と
る
こ
と
が
示
さ
れ
た
と
い
え
る
。
問
題
と
な
る
の
は
、
こ
れ
ま
で
社
会
的
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
、
会
議
所
だ
け
で
な
く
労
働
組
合
も
機
能
し
て
き
た
点
で
あ
る
。
労
働
組
合
は
法
律
に
基
づ
き
設
立
さ
れ
組
織
さ
れ
る
も
の
で
は
な
く
団
結
体
（Koalition
）
で
あ
り
、
ま
た
公
的
任
務
を
遂
行
す
る
役
割
が
あ
る
か
と
い
う
点
で
も
、
自
治
組
織
と
見
る
こ
と
に
は
違
和
感
が
あ
る
。
労
働
組
合
が
連
邦
憲
法
一
二
〇
ａ
条
一
項
に
い
う
自
治
組
織
に
含
ま
れ
る
か
は
、
明
ら
か
で
な
い
。
政
府
草
案
は
当
初
、
同
条
項
の
自
治
組
織
を
法
律
に
よ
り
設
立
さ
れ
る
組
織
に
限
定
し
て
い
た
が
、
強
い
批
判
を
受
け
、
条
項
に
具
体
化
す
る
こ
と
を
避
け
た
。
そ
の
結
果
、
労
働
組
合
が
憲
法
上
の
根
拠
を
持
つ
自
治
組
織
で
あ
り
、
か
つ
憲
法
上
社
会
的
パ
ー
ト
ナ
ー
で
あ
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
か
否
か
の
問
題
は
、
先
送
り
さ
れ
た
。
も
ち
ろ
ん
労
働
組
合
が
連
邦
憲
法
一
二
〇
ａ
条
の
自
治
組
織
に
該
当
し
な
い
と
法
的
に
判
断
さ
れ
た
と
し
て
も
、
そ
れ
は
労
働
組
合
が
同
条
に
基
づ
く
憲
法
上
の
根
拠
や
保
障
を
欠
く
に
と
ど
ま
り
、
労
働
組
合
を
社
会
的
パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
排
除
す
る
こ
と
に
は
な
ら
な
い
。
（
９
）
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２
社
会
的
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
展
開
（
１
）
社
会
的
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
定
義
社
会
的
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
は
、
前
述
１
の
と
お
り
現
在
で
は
連
邦
憲
法
上
承
認
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
定
義
は
憲
法
上
明
ら
か
で
は
な
い
。
社
会
的
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
は
、
第
二
次
世
界
大
戦
後
に
み
ら
れ
る
任
意
的
で
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
で
全
体
的
な
絆
で
あ
り
、
そ
こ
で
は
大
き
な
経
済
的
利
益
団
体
が
相
互
に
、
か
つ
政
府
と
、
経
済
・
社
会
政
策
の
全
領
域
に
つ
い
て
協
働
す
る
。
大
き
な
経
済
的
利
益
団
体
と
は
具
体
的
に
は
、オ
ー
ス
ト
リ
ア
商
工
会
議
所（
連
邦
商
工
会
議
所
）、連
邦
労
働
者
会
議
所
、オ
ー
ス
ト
リ
ア
農
業
会
議
所
会
頭
会
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
労
働
組
合
総
同
盟
の
四
者
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
連
邦
レ
ベ
ル
の
会
議
所
と
労
働
組
合
が
、
社
会
的
パ
ー
ト
ナ
ー
を
担
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
政
府
が
加
わ
っ
た
政
労
使
の
三
者
で
利
益
を
調
整
す
る
モ
デ
ル
が
、
社
会
的
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
で
あ
る
。
社
会
的
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
は
、
調
和
的
民
主
主
義
シ
ス
テ
ム
の
中
心
要
素
と
し
て
、
ま
た
コ
ー
ポ
ラ
テ
ィ
ズ
ム
の
一
つ
の
モ
デ
ル
と
し
て
、
位
置
づ
け
ら
れ
る
。
（
２
）
社
会
的
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
形
成
と
展
開
一
九
四
五
年
に
オ
ー
ス
ト
リ
ア
は
ド
イ
ツ
（
第
三
帝
国
）
か
ら
の
独
立
を
果
た
す
が
、
当
時
の
経
済
は
ほ
と
ん
ど
壊
滅
し
て
お
り
、
経
済
・
社
会
政
策
上
の
問
題
に
緊
急
に
対
応
す
る
必
要
が
あ
っ
た
。
そ
こ
で
ま
ず
一
九
四
五
年
に
ウ
ィ
ー
ン
商
業
会
議
所
と
ウ
ィ
ー
ン
労
働
者
会
議
所
に
よ
る
合
同
の
委
員
会
が
設
け
ら
れ
た
。
州
レ
ベ
ル
で
は
あ
る
が
、
社
会
的
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
先
駆
け
と
い
え
る
。
そ
の
後
、
連
邦
レ
ベ
ル
で
労
働
者
会
議
所
と
労
働
組
合
、
商
工
会
議
所
と
農
業
会
議
所
の
協
力
関
係
が
そ
れ
ぞ
れ
築
か
れ
た
。
さ
て
、
政
府
は
第
二
次
世
界
大
戦
後
の
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
阻
止
す
べ
く
物
価
・
賃
金
統
制
を
行
っ
た
が
、
効
果
は
あ
ら
わ
れ
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
労
働
組
合
も
商
工
会
議
所
も
、
政
府
に
任
せ
る
の
で
は
な
く
、
利
益
代
表
が
協
働
し
て
賃
金
・
物
価
規
制
を
行
う
こ
と
を
選
択
し
た
。
そ
の
た
め
に
、
一
九
四
七
年
に
会
議
所
と
労
働
組
合
総
同
盟
に
よ
る
常
設
の
経
済
委
員
会
が
設
立
さ
れ
、
社
会
的
（
）
１０
（
）
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パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
組
織
化
の
第
一
歩
と
な
っ
た
。
経
済
委
員
会
は
、
経
済
再
建
の
た
め
に
は
ま
ず
生
産
を
立
て
直
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
の
考
え
か
ら
、
農
業
生
産
物
価
水
準
の
引
き
上
げ
に
着
手
し
た
。
こ
れ
は
賃
金
・
物
価
協
定
と
し
て
締
結
さ
れ
、
一
九
五
一
年
ま
で
毎
年
、
協
定
が
改
定
・
締
結
さ
れ
た
。
労
働
組
合
が
、
賃
金
政
策
を
超
え
て
経
済
政
策
に
積
極
的
に
関
与
し
た
と
い
う
こ
と
、
目
先
の
労
働
者
の
利
益
に
拘
泥
す
る
の
で
は
な
く
ま
ず
は
農
業
生
産
物
価
水
準
の
引
き
上
げ
に
合
意
す
る
と
い
う
協
調
的
立
場
を
と
っ
た
こ
と
が
、
特
徴
的
で
あ
る
。
社
会
的
緊
張
や
衝
突
に
妨
げ
ら
れ
る
こ
と
の
な
い
迅
速
な
経
済
発
展
の
た
め
に
、
経
済
復
興
の
負
担
を
大
体
に
お
い
て
「
公
正
」
だ
と
受
け
入
れ
ら
れ
る
方
法
で
相
対
的
に
「
均
整
の
と
れ
た
」
政
策
が
、
選
択
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
賃
金
・
物
価
協
定
は
経
済
委
員
会
内
で
の
合
意
に
と
ど
ま
ら
ず
、
財
務
省
に
よ
っ
て
承
認
さ
れ
、
内
務
省
に
よ
っ
て
告
示
さ
れ
た
。
一
九
五
一
年
に
経
済
委
員
会
は
、
連
邦
首
相
が
議
長
を
務
め
る
経
済
理
事
会
に
改
組
さ
れ
た
。
経
済
委
員
会
が
当
事
者
の
自
由
な
合
意
に
基
づ
い
て
設
立
さ
れ
た
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
な
組
織
で
あ
っ
た
の
に
対
し
て
、
経
済
理
事
会
の
設
置
は
法
律
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
政
府
と
利
益
代
表
が
協
働
し
、
国
家
の
意
思
形
成
・
決
定
過
程
に
利
益
代
表
が
影
響
を
与
え
る
こ
と
を
フ
ォ
ー
マ
ル
に
認
め
て
よ
い
か
に
つ
い
て
は
、
法
的
に
問
題
が
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
再
度
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
な
組
織
が
形
成
さ
れ
る
。
一
九
五
七
年
に
内
閣
の
要
請
を
受
け
る
形
で
、
法
律
に
基
づ
か
な
い
対
等
委
員
会
が
設
立
さ
れ
た
。
対
等
委
員
会
は
物
価
・
賃
金
政
策
に
取
り
組
む
常
設
の
委
員
会
で
、
委
員
会
を
構
成
す
る
各
利
益
代
表
が
「
対
等
に
」
そ
れ
ぞ
れ
の
利
益
を
代
表
す
る
、
対
等
委
員
会
は
、
法
律
に
基
づ
か
な
い
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
な
組
織
で
あ
り
、
理
論
的
に
は
き
わ
め
て
脆
弱
で
不
安
定
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
内
閣
の
要
請
も
一
九
五
七
年
末
ま
で
と
い
う
時
限
つ
き
の
も
の
で
あ
っ
た
。
と
は
い
え
、
こ
の
対
等
委
員
会
に
は
連
邦
首
相
な
ら
び
に
経
済
関
連
の
各
大
臣
が
出
席
し
、
賃
金
・
物
価
政
策
に
と
ど
ま
ら
ず
立
法
に
関
す
る
事
項
に
ま
で
意
見
交
換
・
交
渉
が
な
さ
れ
、
現
在
に
至
る
ま
で
何
十
年
に
も
わ
た
っ
て
数
多
く
の
報
告
や
専
門
的
意
見
が
示
さ
れ
て
い
る
。
経
済
・
社
会
政
策
や
経
済
・
社
会
分
野
に
か
か
る
立
法
は
、
社
会
的
パ
ー
ト
ナ
ー
に
よ
る
対
等
委
員
会
お
よ
び
そ
の
下
部
組
織
で
あ
る
審
議
会
・
部
会
に
お
け
る
審
議
・
決
定
が
重
要
な
役
割
（
）
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を
果
た
し
て
お
り
、
社
会
的
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
は
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
社
会
民
主
党
の
単
独
な
い
し
連
立
政
権
下
で
、
長
ら
く
安
定
し
て
い
た
。
も
っ
と
も
一
九
九
〇
年
代
に
な
る
と
経
済
の
発
展
状
況
や
国
際
化
、
政
治
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル
か
ら
社
会
的
パ
ー
ト
ナ
ー
を
支
え
る
会
議
所
シ
ス
テ
ム
に
対
す
る
疑
問
が
生
ま
れ
て
き
た
。
さ
ら
に
企
業
の
資
本
主
義
・
自
由
主
義
的
傾
向
や
Ｅ
Ｕ
加
盟
は
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
が
こ
れ
ま
で
指
向
し
て
き
た
コ
ー
ポ
ラ
テ
ィ
ズ
ム
と
は
逆
の
方
向
に
作
用
し
た
。
利
益
代
表
に
よ
る
対
等
の
決
定
と
い
う
方
式
は
維
持
さ
れ
た
も
の
の
、
妥
協
点
に
至
る
こ
と
が
困
難
に
な
り
、
成
果
は
減
少
し
た
。
社
会
的
パ
ー
ト
ナ
ー
を
軸
と
す
る
政
治
手
法
に
疑
問
が
持
た
れ
始
め
、
そ
れ
は
会
議
所
選
挙
の
投
票
率
の
低
下
に
つ
な
が
り
、
ひ
い
て
は
政
権
交
代
を
引
き
起
こ
し
た
。
一
九
九
九
年
の
国
民
議
会
選
挙
で
、
与
党
で
あ
る
社
会
民
主
党
は
第
一
党
と
な
る
議
席
を
獲
得
し
た
（
表
参
照
）。
と
こ
ろ
が
オ
ー
ス
ト
リ
ア
国
民
党
が
社
会
民
主
党
と
の
連
立
を
解
消
し
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
自
由
党
と
初
め
て
連
立
を
組
み
、
中
道
右
派
・
極
右
政
権
が
誕
生
し
た
。
同
政
権
は
労
働
者
会
議
所
法
を
改
正
し
労
働
者
会
議
所
改
革
に
取
り
組
む
な
ど
、
経
済
重
視
の
姿
勢
を
見
せ
た
。
社
会
的
パ
ー
ト
ナ
ー
と
の
関
係
で
は
、
従
来
の
よ
う
に
妥
協
点
を
模
索
す
る
こ
と
を
求
め
ず
、
多
数
決
原
理
に
し
た
が
っ
て
法
制
定
・
改
正
を
行
い
、
政
府
草
案
に
対
し
て
意
見
を
求
め
な
い
な
ど
、
社
会
的
パ
ー
ト
ナ
ー
を
軽
視
し
、
政
府
主
導
の
方
針
を
と
っ
た
た
め
、
社
会
的
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
は
動
揺
し
た
。
経
済
重
視
の
方
針
は
商
工
会
議
所
に
と
っ
て
望
ま
し
い
も
の
で
あ
る
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
が
、
む
し
ろ
商
工
会
議
所
は
社
会
的
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
（
）
２０
（
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表 近年の国民議会選挙における主要政党の得票率
オーストリア
未来同盟
オーストリア
自由党
オーストリア
国民党
オーストリア
社会民主党緑の党
極右極右中道右派中道左派環境保護
２００５年結成
２６.９%２６.９%３３.２%７.４%１９９９年
１０.０%４２.３%３６.５%９.５%２００２年
４.１%１１.０%３４.３%３５.３%１１.１%２００６年
１０.７%１７.５%２６.０%２９.３%１０.４%２００８年
の
存
続
を
重
視
し
た
。
政
府
に
対
す
る
反
発
は
、
二
〇
〇
三
年
に
大
ス
ト
ラ
イ
キ
と
な
っ
て
現
れ
た
。
こ
れ
は
対
政
府
の
闘
争
で
あ
り
、
労
働
者
と
使
用
者
の
関
係
を
悪
化
さ
せ
た
り
負
担
を
生
じ
さ
せ
た
り
す
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
中
道
右
派
・
極
右
政
権
下
で
は
と
り
わ
け
、
労
働
・
社
会
立
法
を
め
ぐ
り
混
乱
が
生
じ
た
が
、
二
〇
〇
六
年
の
国
民
議
会
選
挙
で
社
会
民
主
党
が
議
会
第
一
党
の
座
を
奪
回
し
、
再
び
国
民
党
と
連
立
を
組
ん
だ
こ
と
に
よ
っ
て
、
社
会
的
パ
ー
ト
ナ
ー
の
重
視
と
い
う
従
来
の
方
針
に
戻
り
、
混
乱
の
解
消
へ
と
つ
な
が
っ
て
い
る
。
３
社
会
的
パ
ー
ト
ナ
ー
の
役
割
労
働
者
利
益
代
表
と
使
用
者
利
益
代
表
が
社
会
的
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
協
働
す
る
が
、
前
述
２
の
と
お
り
そ
の
役
割
は
労
使
間
の
交
渉
や
労
働
協
約
の
締
結
に
限
定
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
い
。
も
ち
ろ
ん
こ
れ
も
社
会
的
パ
ー
ト
ナ
ー
の
重
要
な
役
割
で
は
あ
る
（
労
働
協
約
等
に
つ
い
て
は
後
述
三
を
参
照
）。
社
会
的
パ
ー
ト
ナ
ー
は
、
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
な
対
等
委
員
会
を
通
じ
て
経
済
・
労
働
・
社
会
分
野
の
立
法
・
政
策
に
深
く
関
与
し
て
い
る
。
対
等
委
員
会
の
み
な
ら
ず
そ
の
下
部
組
織
や
、
経
済
社
会
問
題
審
議
会
に
お
い
て
も
、
社
会
的
パ
ー
ト
ナ
ー
は
意
見
交
換
や
交
渉
、
審
議
を
行
っ
て
い
る
。
い
ず
れ
の
レ
ベ
ル
に
お
い
て
も
対
話
が
基
本
と
な
り
、
望
ま
し
い
妥
協
点
を
見
出
す
べ
く
協
働
す
る
。
社
会
的
パ
ー
ト
ナ
ー
は
そ
れ
以
外
に
も
、
政
治
シ
ス
テ
ム
に
関
わ
っ
て
い
る
。
立
法
分
野
で
は
、
法
案
に
対
す
る
意
見
表
明
権
や
提
言
権
が
与
え
ら
れ
て
い
る
。
行
政
分
野
で
い
え
ば
、
社
会
的
パ
ー
ト
ナ
ー
は
数
多
く
の
審
議
会
や
委
員
会
に
参
加
し
て
い
る
。
さ
ら
に
司
法
関
連
で
は
、
労
働
・
社
会
裁
判
所
へ
の
非
職
業
裁
判
官
の
推
薦
や
派
遣
、
カ
ル
テ
ル
裁
判
所
の
陪
席
も
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
社
会
保
険
団
体
に
代
表
を
送
っ
て
お
り
、
社
会
保
障
分
野
に
も
携
わ
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
に
と
ど
ま
ら
ず
、
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
な
交
渉
や
問
題
解
決
の
た
め
に
、
社
会
的
パ
ー
ト
ナ
ー
は
機
能
し
て
い
る
。
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三
労
働
組
合
１
法
的
根
拠
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
憲
法
に
お
い
て
、
集
会
・
結
社
の
自
由
は
、
国
家
基
本
法
一
二
条
な
ら
び
に
欧
州
人
権
条
約
一
一
条
に
定
め
ら
れ
て
い
る
。
後
者
で
は
、
集
会
・
結
社
の
自
由
に
労
働
組
合
を
結
成
し
加
入
す
る
権
利
が
含
ま
れ
る
こ
と
が
明
記
さ
れ
て
い
る
。
結
社
の
自
由
な
ら
び
に
団
結
権
は
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
憲
法
上
保
障
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
団
体
行
動
権
や
争
議
権
ま
で
憲
法
上
明
文
で
保
障
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
欧
州
裁
判
所
は
、
欧
州
人
権
条
約
一
一
条
に
団
体
行
動
権
や
争
議
権
が
含
ま
れ
う
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。
労
働
法
に
お
い
て
意
味
を
持
つ
の
は
憲
法
上
保
障
さ
れ
る
結
社
・
団
体
の
う
ち
、
労
働
協
約
を
締
結
す
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
て
い
る
団
体
で
あ
る
。
オ
ー
ス
ト
リ
ア
労
働
法
に
は
労
働
組
合
に
関
す
る
直
接
の
法
規
定
は
な
く
、
労
働
組
織
法
上
、
労
働
協
約
締
結
能
力
が
認
め
ら
れ
て
い
る
組
織
の
う
ち（
後
述
３（
１
）も
参
照
）、任
意
加
入
の
労
働
者
職
業
団
体
が
、労
働
組
合
な
い
し
団
結
体
を
意
味
す
る
。
任
意
加
入
で
あ
る
こ
と
は
、
強
制
加
入
で
あ
る
法
律
上
の
利
益
代
表
、
す
な
わ
ち
会
議
所
と
対
比
さ
れ
る
。
任
意
加
入
の
職
業
団
体
は
、
労
働
者
側
に
も
使
用
者
側
に
も
結
成
さ
れ
う
る
が
、
労
働
協
約
締
結
能
力
が
認
め
ら
れ
る
た
め
に
は
、
次
の
四
つ
の
要
件
を
充
た
し
て
い
な
く
て
は
な
ら
な
い（
労
働
組
織
法
四
条
二
項
）。
す
な
わ
ち
第
一
に
、規
約
に
お
い
て
、効
力
範
囲
内
で
の
労
働
条
件
の
規
制
を
目
的
と
し
て
い
る
こ
と
、
第
二
に
、
使
用
者
も
し
く
は
労
働
者
の
利
益
を
代
表
す
る
こ
と
に
向
け
ら
れ
た
目
標
に
お
い
て
一
の
専
門
的
・
空
間
的
に
広
範
な
効
力
範
囲
で
活
動
し
て
い
る
こ
と
、
第
三
に
、
構
成
員
数
お
よ
び
活
動
範
囲
か
ら
重
要
な
経
済
的
意
義
を
有
す
る
と
い
え
る
こ
と
、
第
四
に
、
使
用
者
も
し
く
は
労
働
者
の
利
益
を
代
表
す
る
に
際
し
て
相
手
方
か
ら
独
立
し
て
い
る
こ
と
、
で
あ
る
。
こ
の
要
件
を
充
た
す
、
労
働
者
に
よ
っ
て
組
織
さ
れ
る
自
由
な
団
結
体
が
、
労
働
法
上
の
労
働
組
合
で
あ
（
）
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る
と
い
え
る
。
こ
の
四
つ
の
要
件
の
う
ち
オ
ー
ス
ト
リ
ア
法
に
特
徴
的
な
の
は
、
第
二
と
第
三
の
要
件
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
労
働
協
約
締
結
能
力
は
影
響
力
の
あ
る
大
き
な
団
結
体
に
の
み
認
め
ら
れ
、
少
人
数
に
よ
る
労
働
者
の
団
結
体
に
は
認
め
ら
れ
な
い
。
し
た
が
っ
て
こ
れ
ら
小
さ
な
団
結
体
に
憲
法
上
の
団
結
の
自
由
が
保
障
さ
れ
て
い
る
と
言
え
て
も
、
小
団
結
体
を
労
働
法
上
の
労
働
組
合
と
見
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
労
働
協
約
を
締
結
す
る
に
は
団
結
体
が
法
人
格
を
備
え
て
い
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
さ
ら
に
任
意
加
入
の
職
業
団
体
に
あ
っ
て
は
、
前
記
の
四
要
件
を
充
た
す
こ
と
に
加
え
、
連
邦
合
同
局
の
承
認
が
必
要
で
あ
る
。
こ
の
承
認
は
、
当
該
団
体
の
申
し
出
に
よ
り
、
法
律
上
の
利
益
代
表（
労
働
組
合
の
場
合
は
労
働
者
会
議
所
）に
意
見
聴
取
を
し
た
後
、な
さ
れ
る（
労
働
組
織
法
五
条
）。
要
件
や
承
認
が
必
要
と
さ
れ
る
の
は
、
後
述
３（
２
）の
と
お
り
労
働
協
約
に
規
範
的
効
力
が
認
め
ら
れ
て
い
る
た
め
と
理
解
で
き
る
が
、
こ
れ
に
よ
り
新
た
な
労
働
組
合
設
立
は
、
理
論
上
は
可
能
で
あ
る
が
事
実
上
は
不
可
能
に
近
い
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
以
下
２
で
述
べ
る
よ
う
に
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
で
は
ナ
シ
ョ
ナ
ル
セ
ン
タ
ー
が
独
占
的
な
地
位
を
占
め
て
い
る
。
２
特
徴
、
実
態
と
役
割
オ
ー
ス
ト
リ
ア
で
は
一
九
四
五
年
に
設
立
さ
れ
た
オ
ー
ス
ト
リ
ア
労
働
組
合
総
同
盟
が
、
事
実
上
唯
一
の
労
働
組
合
と
し
て
独
占
的
な
地
位
に
あ
る
。
労
働
組
合
総
同
盟
は
、
超
党
派
の
ナ
シ
ョ
ナ
ル
セ
ン
タ
ー
で
あ
る
が
、
労
働
者
は
直
接
労
働
組
合
総
同
盟
に
加
入
し
、
勤
務
し
て
い
る
企
業
の
業
種
に
し
た
が
っ
て
専
門
別
組
合
に
割
り
振
ら
れ
る
。
専
門
別
組
合
は
当
初
一
六
あ
っ
た
が
、
統
合
に
よ
っ
て
二
〇
〇
六
年
に
は
一
三
組
合
に
な
っ
た
。
近
年
、
統
合
は
さ
ら
に
進
み
現
在
は
七
組
合
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
専
門
別
組
合
は
労
働
組
合
総
同
盟
の
下
部
組
織
（
機
関
）
に
す
ぎ
ず
、
そ
れ
自
身
法
人
格
を
有
し
な
い
（
し
た
が
っ
て
労
働
協
約
締
結
能
力
も
認
め
ら
れ
な
い
。
た
だ
し
後
述
３（
１
）を
参
照
）。
主
要
な
専
門
別
組
合
は
、民
間
職
員
─
印
刷
・
報
道
・
製
紙
労
働
組
合（
約
二
七
万
人
、
（
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二
〇
〇
八
年
末
、
以
下
同
じ
）、
公
勤
務
労
働
組
合
（
約
二
三
万
人
）、
金
属
・
繊
維
・
食
品
労
働
組
合
（
約
二
二
万
人
）
で
あ
る
。
労
働
組
合
総
同
盟
の
組
織
は
き
わ
め
て
中
央
集
権
的
で
あ
り
、
専
門
別
組
合
は
そ
の
運
営
と
財
政
を
、
労
働
組
合
総
同
盟
に
よ
っ
て
管
理
さ
れ
て
い
る
。
労
働
組
合
総
同
盟
の
総
組
合
員
数
は
、一
二
四
万
人
で
あ
り（
二
〇
〇
八
年
）、若
干
減
少
傾
向
に
あ
る
。
組
織
率
は
約
四
割
で
あ
る
。
労
働
組
合
総
同
盟
の
主
要
な
役
割
は
、労
働
協
約
の
締
結
、社
会
政
策
・
労
働
事
項
に
関
す
る
立
法
へ
の
関
与
・
意
見
表
明
、経
済
・
社
会
的
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
通
じ
た
事
業
所
レ
ベ
ル
を
超
え
た
共
同
決
定
、
組
合
員
に
対
す
る
支
援
で
あ
る
。
労
働
協
約
の
締
結
は
、
後
述
３（
２
）の
と
お
り
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
ほ
ぼ
す
べ
て
の
労
働
者
に
影
響
す
る
も
の
で
あ
る
。
前
述
１
の
と
お
り
争
議
権
が
憲
法
上
保
障
さ
れ
て
い
る
か
ど
う
か
は
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
少
な
く
と
も
正
当
な
争
議
行
為
は
刑
事
責
任
を
免
れ
る
。
と
は
い
え
実
際
に
争
議
行
為
が
行
わ
れ
る
こ
と
は
極
め
て
ま
れ
で
あ
る
。
商
工
会
議
所
に
よ
る
統
計
資
料
に
よ
れ
ば
、
一
九
九
八
年
か
ら
二
〇
〇
七
年
の
う
ち
六
年
は
ス
ト
ラ
イ
キ
が
一
件
も
確
認
さ
れ
て
い
な
い
。
ま
た
ス
ト
ラ
イ
キ
が
あ
っ
た
年
も
、
二
〇
〇
三
年
を
除
き
、
労
働
者
一
人
あ
た
り
の
ス
ト
ラ
イ
キ
時
間
は
年
間
一
分
前
後
に
と
ど
ま
る
。
二
〇
〇
三
年
は
歴
史
に
残
る
大
ス
ト
ラ
イ
キ
が
展
開
さ
れ
た
が
、
そ
の
争
点
は
年
金
給
付
削
減
と
民
営
化
に
対
す
る
反
対
で
あ
り
、
前
述
二
２（
２
）の
と
お
り
い
わ
ば
政
府
に
向
け
ら
れ
た
闘
争
で
あ
っ
た
。
使
用
者
と
の
交
渉
に
あ
た
り
争
議
行
為
を
手
段
と
す
る
方
法
は
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
で
は
ほ
と
ん
ど
選
択
さ
れ
な
い
。
労
働
組
合
総
同
盟
は
労
働
者
会
議
所
と
人
事
の
面
で
密
接
な
関
係
が
あ
る
。
ま
た
事
業
所
委
員
会
の
委
員
の
大
半
は
組
合
員
で
あ
る
。
さ
ら
に
労
働
組
合
総
同
盟
の
幹
部
の
大
半
は
、
政
府
与
党
で
あ
る
社
会
民
主
党
と
深
く
関
係
し
て
い
る
。
労
働
組
合
総
同
盟
は
超
党
派
の
組
織
で
あ
る
が
、
実
際
に
は
社
会
民
主
党
と
強
い
結
び
つ
き
が
あ
り
、
さ
ら
に
労
働
者
会
議
所
や
事
業
所
委
員
会
と
も
協
力
関
係
を
築
き
や
す
く
、
そ
れ
ゆ
え
労
働
組
合
総
同
盟
は
、
労
働
・
社
会
政
策
や
労
使
関
係
に
大
き
な
影
響
力
を
及
ぼ
し
て
い
る
。
（
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３
労
働
協
約
締
結
（
１
）
労
働
協
約
締
結
当
事
者
使
用
者
団
体
と
交
渉
し
労
働
協
約
を
締
結
す
る
こ
と
は
、
労
働
組
合
の
重
要
な
役
割
の
一
つ
で
あ
る
。
労
働
協
約
は
、
労
働
協
約
締
結
能
力
の
あ
る
使
用
者
団
体
と
労
働
者
団
体
の
間
で
書
面
に
よ
り
締
結
さ
れ
る
約
定
で
あ
る
（
労
働
組
織
法
二
条
一
項
）。
労
働
協
約
締
結
能
力
は
、
法
律
上
の
利
益
代
表
、
任
意
加
入
の
職
業
団
体
と
、
労
働
協
約
締
結
能
力
あ
る
組
織
に
属
さ
な
い
一
定
の
使
用
者
団
体
に
認
め
ら
れ
る（
四
条
）。
そ
の
ほ
か
特
別
法
に
よ
り
、機
関
や
企
業
に
労
働
協
約
締
結
能
力
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
が
あ
る
が
、も
っ
ぱ
ら
使
用
者
側
に
つ
い
て
で
あ
る
。
労
働
者
側
で
労
働
協
約
締
結
能
力
が
あ
る
と
さ
れ
る
の
は
、
法
律
上
の
利
益
代
表
で
あ
る
労
働
者
会
議
所
と
、
任
意
加
入
の
職
業
団
体
で
あ
る
労
働
組
合
（
要
件
等
に
つ
い
て
は
前
述
１
を
参
照
）
で
あ
る
。
し
か
し
実
際
に
労
働
協
約
を
締
結
し
て
い
る
の
は
、
労
働
組
合
総
同
盟
と
専
門
別
組
合
で
あ
る
。
ま
ず
、
労
働
者
会
議
所
が
労
働
協
約
を
締
結
し
な
い
理
由
の
一
つ
は
、
労
働
組
織
法
が
、
労
働
協
約
締
結
に
あ
た
り
労
働
組
合
の
優
位
を
定
め
て
い
る
こ
と
に
よ
る
。
す
な
わ
ち
同
法
は
、
任
意
加
入
の
職
業
団
体
（
す
な
わ
ち
労
働
組
合
）
が
労
働
協
約
を
締
結
す
る
場
合
に
、
法
律
上
の
利
益
代
表
（
す
な
わ
ち
労
働
者
会
議
所
）
は
労
働
組
合
の
組
合
員
に
関
し
て
、
当
該
労
働
協
約
の
効
力
期
間
、
当
該
労
働
協
約
が
妥
当
す
る
範
囲
に
つ
い
て
、労
働
協
約
締
結
能
力
を
失
う
と
す
る（
六
条
）。
法
律
上
、労
働
者
会
議
所
が
労
働
協
約
締
結
能
力
を
失
う
の
は
一
定
の
範
囲
に
限
定
さ
れ
て
お
り
、
し
た
が
っ
て
労
働
者
会
議
所
が
非
組
合
員
に
つ
い
て
あ
る
い
は
労
働
協
約
が
締
結
さ
れ
て
い
な
い
事
項
に
つ
い
て
労
働
協
約
を
締
結
す
る
こ
と
は
、
理
論
的
に
可
能
で
あ
る
。
し
か
し
、
後
述（
２
）の
と
お
り
原
則
的
に
非
組
合
員
に
も
労
働
協
約
の
効
力
が
及
ぶ
こ
と
か
ら
労
働
者
会
議
所
が
労
働
協
約
を
締
結
す
る
実
益
が
な
い
こ
と
、
労
働
組
合
総
同
盟
が
締
結
す
る
労
働
協
約
に
よ
っ
て
集
団
的
に
規
制
す
べ
き
労
働
条
件
の
ほ
と
ん
ど
が
カ
バ
ー
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
さ
ら
に
集
団
的
に
（
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規
制
す
べ
き
で
あ
る
が
労
働
協
約
に
よ
っ
て
カ
バ
ー
さ
れ
て
い
な
い
事
項
が
あ
っ
た
と
し
て
も
労
働
者
会
議
所
は
自
ら
労
働
協
約
を
締
結
す
る
の
で
は
な
く
労
働
組
合
に
委
ね
る
で
あ
ろ
う
こ
と
か
ら
、
労
働
者
会
議
所
自
身
が
労
働
協
約
を
締
結
す
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
想
定
で
き
な
い
。
実
際
こ
れ
ま
で
、
労
働
者
会
議
所
は
労
働
協
約
を
締
結
し
て
い
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
、
労
働
者
側
で
労
働
協
約
締
結
当
事
者
と
し
て
意
味
を
持
つ
の
は
、
労
働
組
合
に
限
定
さ
れ
る
。
次
に
、
労
働
協
約
を
締
結
す
る
当
事
者
は
法
人
格
を
備
え
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
か
ら
、
労
働
組
合
総
同
盟
の
下
部
組
織
に
す
ぎ
ず
法
人
格
を
有
し
な
い
専
門
別
組
合
は
、
労
働
協
約
を
締
結
で
き
な
い
は
ず
で
あ
る
。
し
か
し
実
際
に
は
労
働
組
合
総
同
盟
内
部
で
授
権
さ
れ
、各
専
門
別
組
合
は「
労
働
組
合
総
同
盟
の
た
め
に
」「
労
働
組
合
総
同
盟
の
名
前
で
」労
働
協
約
を
締
結
す
る
。
こ
れ
は
毎
年
の
賃
金
額
の
よ
う
な
専
門
別
・
産
業
別
に
規
制
さ
れ
る
べ
き
労
働
条
件
に
つ
い
て
妥
当
す
る
。
労
働
者
全
般
に
関
係
す
る
労
働
条
件
に
つ
い
て
は
も
ち
ろ
ん
、
労
働
組
合
総
同
盟
が
労
働
協
約
締
結
当
事
者
と
な
る
。
使
用
者
側
で
は
、
法
律
上
の
利
益
代
表
で
あ
る
商
工
会
議
所
（
専
門
別
組
織
・
専
門
別
団
体
）
が
独
占
的
に
労
働
協
約
の
締
結
を
行
っ
て
い
る
。
自
由
業
の
職
種
に
お
い
て
わ
ず
か
な
例
外
が
あ
る
の
み
で
あ
る
。
（
２
）
労
働
協
約
の
効
力
労
働
協
約
に
お
い
て
は
、労
働
協
約
締
結
当
事
者
の
法
的
権
利
・
義
務（
債
務
的
部
分
）と
な
ら
ん
で
、労
働
者
と
使
用
者
の
権
利
・
義
務（
規
範
的
部
分
）が
取
り
決
め
ら
れ
る（
労
働
組
織
法
二
条
二
項
参
照
）。
債
務
的
部
分
は
労
働
協
約
締
結
当
事
者
間
の
約
定
に
す
ぎ
な
い
。
他
方
、
規
範
的
部
分
は
、
賃
金
そ
の
他
の
労
働
条
件
な
ど
が
労
働
協
約
締
結
当
事
者
に
よ
っ
て
規
制
さ
れ
、
そ
れ
が
個
々
の
労
働
関
係
に
法
的
効
力
を
及
ぼ
す
。
原
則
的
に
、
労
働
協
約
に
服
す
る
の
は
、
労
働
協
約
の
専
門
的
、
空
間
的
、
人
的
適
用
領
域
内
に
あ
る
、
労
働
協
約
締
結
当
事
者
に
属
す
る
使
用
者
お
よ
び
労
働
者
で
あ
る（
八
条
一
項
）。
す
な
わ
ち
、労
働
協
約
が
専
門
別
・
産
業
別
も
し
く
は
地
域
別
に
定
め
ら
れ
て
（
）
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い
る
場
合
に
は
そ
の
範
囲
内
で
（
そ
の
よ
う
な
定
め
が
な
い
場
合
に
は
全
体
的
に
）、
商
工
会
議
所
の
会
員
で
あ
る
使
用
者
お
よ
び
労
働
組
合
の
組
合
員
で
あ
る
労
働
者
は
、
当
該
労
働
協
約
の
適
用
を
受
け
る
。
労
働
協
約
の
規
範
的
部
分
も
、
労
働
協
約
の
専
門
的
、
空
間
的
、人
的
適
用
領
域
内
に
お
い
て
法
的
効
力
を
有
す
る（
一
一
条
一
項
）。
こ
の
規
範
的
効
力
は
、個
々
の
労
働
者
や
使
用
者
の
意
思
に
か
か
わ
ら
ず
直
接
こ
れ
ら
の
者
を
拘
束
す
る
。
さ
ら
に
労
働
組
織
法
は
、
ア
ウ
ト
サ
イ
ダ
ー
効
力
と
し
て
、
労
働
者
が
労
働
協
約
に
服
さ
な
い
場
合
、
す
な
わ
ち
非
組
合
員
（
ア
ウ
ト
サ
イ
ダ
ー
）
で
あ
っ
て
も
、
労
働
協
約
に
服
す
る
使
用
者
に
雇
用
さ
れ
る
労
働
者
に
は
労
働
協
約
の
効
力
が
及
ぶ
と
す
る
（
一
二
条
一
項
参
照
）。つ
ま
り
非
組
合
員
に
労
働
協
約
が
拡
張
適
用
さ
れ
る
わ
け
で
あ
る
が
、そ
の
仕
組
み
は
次
の
よ
う
に
説
明
で
き
る
。す
な
わ
ち
、
労
働
協
約
は
原
則
と
し
て
、
労
働
組
合
総
同
盟
と
商
工
会
議
所
の
間
で
締
結
さ
れ
る
。
専
門
別
に
労
働
協
約
が
締
結
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
が
、
い
ず
れ
の
場
合
で
あ
っ
て
も
、
労
働
者
の
側
で
は
組
合
員
に
法
的
効
力
が
及
ぶ
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
他
方
、
使
用
者
の
側
で
は
商
工
会
議
所
に
属
す
る
使
用
者
、
す
な
わ
ち
原
則
的
に
す
べ
て
の
使
用
者
が
労
働
協
約
に
服
す
る
。
そ
し
て
ア
ウ
ト
サ
イ
ダ
ー
効
力
に
よ
り
、
労
働
協
約
の
適
用
を
受
け
る
こ
れ
ら
の
使
用
者
に
雇
用
さ
れ
る
労
働
者
に
、
言
い
換
え
れ
ば
原
則
的
に
す
べ
て
の
労
働
者
に
、
労
働
協
約
が
適
用
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
法
制
度
に
よ
り
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
で
は
労
働
協
約
適
用
率
が
一
〇
〇
％
近
く
に
達
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
オ
ー
ス
ト
リ
ア
に
お
い
て
労
働
組
合
の
存
在
・
役
割
が
き
わ
め
て
重
要
で
あ
る
こ
と
を
再
認
識
さ
せ
る
。
四
労
働
者
会
議
所
１
法
的
位
置
づ
け
（
１
）
現
行
法
に
至
る
ま
で
の
経
緯
労
働
者
会
議
所
は
法
律
に
基
づ
く
、
労
働
者
を
代
表
す
る
組
織
で
あ
る
。
労
働
者
会
議
所
が
設
立
さ
れ
る
の
は
一
九
二
〇
年
に
な
っ
（
）
３８
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て
で
あ
る
が
、
一
八
四
八
年
に
使
用
者
を
代
表
す
る
組
織
と
し
て
、
現
在
の
商
工
会
議
所
の
前
身
で
あ
る
商
業
会
議
所
が
設
立
さ
れ
、
後
に
は
帝
国
議
会
に
議
員
を
送
出
す
る
な
ど
、
強
い
影
響
力
を
有
し
た
。
こ
れ
に
対
抗
す
る
労
働
者
利
益
代
表
組
織
を
求
め
て
労
働
組
合
運
動
が
繰
り
広
げ
ら
れ
た
が
、
法
制
定
に
至
ら
な
か
っ
た
。
第
一
次
世
界
大
戦
後
、
ロ
シ
ア
革
命
や
チ
ェ
コ
の
社
会
民
主
主
義
運
動
も
後
押
し
と
な
り
、
再
度
労
働
者
会
議
所
設
立
を
求
め
る
労
働
運
動
が
展
開
さ
れ
た
。
一
九
二
〇
年
制
定
の
労
働
者
会
議
所
設
立
法
に
よ
り
、
労
働
者
会
議
所
の
設
立
が
認
め
ら
れ
、
商
業
会
議
所
と
同
格
の
労
働
者
利
益
代
表
が
実
現
し
た
。
し
か
し
、
一
九
三
三
年
に
フ
ァ
シ
ズ
ム
政
権
に
な
る
と
、
労
働
者
会
議
所
の
民
主
的
機
能
が
奪
わ
れ
、
労
働
者
会
議
所
の
本
来
の
意
義
が
失
わ
れ
た
。
そ
し
て
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
が
ド
イ
ツ
（
第
三
帝
国
）
に
統
一
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
一
九
三
八
年
に
労
働
者
会
議
所
は
一
旦
解
散
し
た
。
ド
イ
ツ
か
ら
の
独
立
を
果
た
し
た
一
九
四
五
年
に
労
働
者
会
議
所
再
設
立
法
（
一
九
四
五
年
労
働
者
会
議
所
法
）が
制
定
さ
れ
、
労
働
者
会
議
所
が
復
活
す
る
。
同
法
の
規
定
は
必
ず
し
も
十
分
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
が
、
労
働
者
会
議
所
の
権
限
・
機
能
や
組
織
に
つ
い
て
は
、
現
在
と
大
き
く
変
わ
ら
な
い
。
そ
の
後
、
一
九
五
四
年
労
働
者
会
議
所
法
に
よ
り
法
規
定
が
整
備
さ
れ
た
。
大
改
正
を
と
も
な
っ
て
制
定
さ
れ
た
、
一
九
九
一
年
労
働
者
会
議
所
法
（
以
下
、
労
働
者
会
議
所
法
と
す
る
）が
、
現
行
法
で
あ
る
。
（
２
）
法
的
根
拠
お
よ
び
性
格
二
１
で
述
べ
た
と
お
り
、
連
邦
憲
法
に
明
記
さ
れ
て
い
な
い
も
の
の
、
労
働
者
会
議
所
は
憲
法
に
よ
り
承
認
さ
れ
た
属
人
的
な
自
治
組
織
で
あ
る
。
労
働
者
会
議
所
は
法
律
に
よ
っ
て
設
立
さ
れ
、
国
家
の
監
督
に
服
し
、
そ
の
権
限
・
機
能
や
構
成
主
体
、
組
織
、
財
政
は
法
律
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
、
そ
の
枠
内
で
自
治
が
許
さ
れ
る
。
現
在
の
労
働
者
会
議
所
は
、
労
働
者
会
議
所
再
設
立
法
に
根
拠
を
有
し
、
そ
の
権
限
・
機
能
や
組
織
は
労
働
者
会
議
所
法
に
よ
っ
て
規
律
さ
れ
て
い
る
。
労
働
者
会
議
所
は
州
ご
と
に
お
か
れ
、
そ
れ
ら
が
連
邦
労
働
者
会
議
所
を
形
成
す
る
（
労
働
者
会
議
所
法
三
条
二
（
）
３９
（
）
４０
（
）
４１
（
）
４２
（
）
４３
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項
）。
各
州
の
労
働
者
会
議
所
、
連
邦
労
働
者
会
議
所
の
い
ず
れ
も
、
公
法
上
の
団
体
で
あ
る
（
三
条
一
項
）。
労
働
者
会
議
所
は
、
労
働
者
の
社
会
的
・
経
済
的
、
職
業
的
、
文
化
的
利
益
を
代
表
し
、
促
進
す
る
組
織
で
あ
る
（
一
条
）。
第
一
次
的
に
は
労
働
者
の
利
益
を
代
表
す
る
組
織
で
あ
る
が
、
か
つ
て
労
働
者
で
あ
っ
た
失
業
者
や
年
金
受
給
者
の
利
益
も
代
表
す
る
も
の
と
さ
れ
て
い
る
（
四
条
一
項
）。
２
構
成
主
体
（
１
）
会
員
資
格
労
働
者
会
議
所
の
会
員
資
格
は
、労
働
者
会
議
所
法
に
よ
り
定
め
ら
れ
て
い
る（
労
働
者
会
議
所
法
一
〇
条
一
項
）。労
働
者
会
議
所
の
会
員
と
な
る
の
は
、
す
べ
て
の
労
働
者
で
あ
る
。
労
働
者
会
議
所
法
の
労
働
者
は
、
個
別
的
労
働
関
係
法
上
の
労
働
者
（
狭
義
の
労
働
者
）
よ
り
も
広
く
理
解
さ
れ
て
お
り
、
同
条
項
列
挙
の
以
下
の
者
を
含
む
。
す
な
わ
ち
、
失
業
者
（
直
近
の
労
働
に
つ
き
失
業
保
険
の
加
入
義
務
が
あ
り
、
こ
れ
ま
で
二
〇
週
間
以
上
労
働
者
会
議
所
の
会
員
で
あ
っ
た
者
、
一
号
）、
連
邦
、
州
、
地
方
公
共
団
体
の
事
業
、
施
設
、
財
団
も
し
く
は
基
金
に
勤
務
す
る
労
働
者（
労
働
関
係
が
契
約
に
よ
る
も
の
だ
け
で
な
く
任
命
に
よ
る
も
の
も
含
む
、二
号
）、二
号
以
外
の
公
法
上
の
団
体
に
勤
務
す
る
労
働
者
（
三
号
）、
労
働
組
合
お
よ
び
労
働
者
会
議
所
の
会
長
な
ら
び
に
管
理
職
員
（
四
号
）、
常
時
六
人
以
上
が
就
業
し
て
い
る
、
製
材
場
、
木
材
加
工
場
、
製
粉
場
、
酪
農
場
に
勤
務
す
る
労
働
者
（
五
号
）、
家
内
労
働
者
（
六
号
）、
一
般
社
会
保
険
法
四
条
四
項
に
い
う
自
由
就
業
者（
非
従
属
的
に
労
務
を
提
供
す
る
者
。僅
少
就
業
で
あ
る
場
合
や
失
業
し
た
者
で
一
号
に
相
応
す
る
場
合
を
含
む
、七
号
）
で
あ
る
。
労
働
契
約
を
締
結
し
現
に
雇
用
関
係
が
あ
る
者
だ
け
で
な
く
、
失
業
者
や
自
由
就
業
者
も
含
む
の
が
特
徴
的
で
あ
る
が
、
失
業
者
に
つ
い
て
は
現
行
の
労
働
者
会
議
所
法
に
よ
り
、
自
由
就
業
者
に
つ
い
て
は
二
〇
〇
七
年
改
正
法
に
よ
り
、
会
員
に
含
め
ら
れ
た
。
労
働
者
会
議
所
の
会
員
が
こ
の
よ
う
に
定
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
、
労
働
者
会
議
所
が
商
工
会
議
所
と
対
置
さ
れ
て
い
る
組
織
で
あ
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る
こ
と
と
一
致
し
、
資
本
・
経
営
と
対
置
さ
れ
る
広
義
の
労
働
者
を
労
働
者
会
議
所
が
代
表
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
し
て
こ
れ
は
、
会
員
資
格
が
、
物
的
会
社
（
株
式
会
社
な
ど
）
の
経
営
者
、
役
員
や
理
事
、
人
的
会
社
で
企
業
の
経
営
に
重
要
な
影
響
力
を
行
使
す
る
権
限
を
常
時
有
す
る
管
理
職
員
に
与
え
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
（
一
〇
条
二
項
二
号
）
と
整
合
す
る
。
ま
た
、
医
師
や
薬
剤
師
、
弁
護
士
、
弁
理
士
、
公
証
人
な
ど
も
労
働
者
会
議
所
の
会
員
か
ら
除
外
さ
れ
る
が
（
一
〇
条
二
項
三
号
、
四
号
）、
こ
れ
ら
の
者
は
資
本
・
経
営
と
対
置
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
い
。
そ
の
た
め
労
働
者
会
議
所
で
は
な
く
、
医
師
で
あ
れ
ば
医
師
会
議
所
、
弁
護
士
で
あ
れ
ば
弁
護
士
会
議
所
に
属
す
る
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
ら
自
由
業
の
会
議
所
は
、
職
業
的
身
分
を
代
表
す
る
団
体
で
あ
り
、
労
働
者
会
議
所
と
は
性
格
を
異
に
す
る
。
（
２
）
会
員
の
権
利
労
働
者
会
議
所
法
に
は
、
会
員
の
権
利
と
し
て
、
選
挙
権
、
情
報
提
供
を
受
け
る
権
利
、
法
的
助
言
な
ら
び
に
法
的
保
護
を
受
け
る
権
利
、
提
案
権
、
請
願
権
が
規
定
さ
れ
て
い
る
。
選
挙
権
は
、
労
働
者
会
議
所
総
会
（「
労
働
者
議
会
」
と
も
呼
ば
れ
る
）
の
選
挙
権
な
ら
び
に
被
選
挙
権
を
指
す
（
一
二
条
）。
選
挙
は
五
年
に
一
回
行
わ
れ
代
議
員
が
選
出
さ
れ
る
。
す
べ
て
の
会
員
に
選
挙
権
が
付
与
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
後
述（
３
）の
会
費
納
入
が
免
除
さ
れ
る
失
業
者
等
は
、
申
し
出
を
す
る
こ
と
に
よ
り
選
挙
人
名
簿
に
登
載
さ
れ
る
。
選
挙
権
を
有
す
る
の
は
労
働
者
会
議
所
の
会
員
に
限
ら
れ
る
が
、
と
は
い
え
徒
弟
や
若
年
労
働
者
も
含
む
す
べ
て
の
労
働
者
が
対
象
に
な
る
こ
と
か
ら
「
大
き
な
選
挙
」
と
オ
ー
ス
ト
リ
ア
で
は
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
労
働
組
合
と
異
な
り
労
働
者
会
議
所
は
強
制
加
入
で
あ
る
た
め
、
会
員
数
の
伸
び
が
労
働
者
会
議
所
の
支
持
を
意
味
す
る
も
の
で
は
な
い
。
そ
こ
で
労
働
者
会
議
所
は
選
挙
結
果
、
と
り
わ
け
投
票
率
に
強
い
関
心
を
持
っ
て
い
る
。
二
〇
〇
九
年
の
選
挙
の
投
票
率
は
四
三
・
八
％
で
、
前
回
（
二
〇
〇
四
年
）
の
四
八
・
八
％
、
前
々
回
（
一
九
九
九
～
二
〇
〇
〇
年
）
の
四
九
・
一
％
を
大
き
く
下
回
っ
た
。
投
票
率
か
ら
は
や
や
労
働
者
会
議
所
離
れ
の
傾
向
が
う
か
が
え
る
。
得
票
率
で
は
、
社
会
民
主
（
）
４４
（
）
４５
（
）
４６
（
）
４７
（
）
４８
（
）
４９
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会
派
が
過
半
数
を
維
持
し
、
圧
倒
的
な
強
さ
を
保
っ
て
い
る
。
被
選
挙
権
は
、
一
九
歳
以
上
で
直
近
二
年
間
に
六
カ
月
以
上
会
員
で
あ
っ
た
者
に
認
め
ら
れ
る
。
情
報
提
供
を
受
け
る
権
利
は
、
労
働
者
会
議
所
の
活
動
領
域
に
属
す
る
事
項
に
つ
き
労
働
者
会
議
所
の
組
織
に
対
し
て
行
使
さ
れ
う
る
も
の
で
あ
る
（
一
三
条
）。
法
的
助
言
な
ら
び
に
法
的
保
護
を
受
け
る
権
利
（
一
四
条
）
は
、
選
挙
権
と
な
ら
ん
で
会
員
の
重
要
な
権
利
で
あ
る
。
労
働
者
会
議
所
は
、
労
働
法
な
い
し
社
会
保
障
法
に
関
す
る
事
項
に
つ
き
、
会
員
に
対
し
て
助
言
を
行
い
、
ま
た
訴
訟
に
お
け
る
代
理
人
と
し
て
法
的
側
面
で
会
員
を
保
護
す
る（
七
条
一
項
）。
会
員
は
無
料
で
、専
門
家
に
よ
る
助
言
や
保
護
を
受
け
ら
れ
る
。
少
な
か
ら
ず
の
労
働
問
題
は
労
働
者
が
退
職
後
に
表
面
化
し
、
ま
た
訴
訟
に
至
る
ケ
ー
ス
も
多
く
は
退
職
労
働
者
で
あ
る
が
、
前
述（
１
）の
と
お
り
、
一
定
の
要
件
を
満
た
す
失
業
者
は
退
職
後
も
労
働
者
会
議
所
の
会
員
資
格
を
保
持
す
る
の
で
、
退
職
後
も
労
働
者
会
議
所
に
よ
る
訴
訟
支
援
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
提
案
権
は
、少
な
く
と
も
一
五
〇
〇
人
の
選
挙
人
に
よ
っ
て
、労
働
者
会
議
所
総
会
に
対
し
て
書
面
で
行
使
さ
れ
る（
一
五
条
一
項
）。
提
案
が
な
さ
れ
た
場
合
、労
働
者
会
議
所
総
会
は
そ
れ
に
つ
い
て
採
決
し
な
く
て
は
な
ら
な
い（
一
五
条
二
項
）。請
願
も
労
働
者
会
議
所
総
会
に
対
し
て
書
面
で
な
さ
れ
る
が
、請
願
権
は
一
五
〇
人
以
上
の
選
挙
人
で
行
使
で
き
る（
一
六
条
一
項
）。
請
願
に
対
し
て
、労
働
者
会
議
所
総
会
は
採
決
す
べ
き
義
務
を
負
わ
な
い
。
（
３
）
会
員
の
義
務
会
員
は
、
会
費
の
支
払
義
務
を
負
う
（
一
七
条
一
項
）。
職
業
訓
練
生
と
失
業
者
は
、
会
費
の
支
払
い
が
免
除
さ
れ
る
（
一
七
条
二
項
）。
育
児
休
業
中
の
者
や
兵
役
・
兵
役
代
替
勤
務
の
た
め
に
職
務
に
就
い
て
い
な
い
者
も
、会
費
を
支
払
わ
な
く
て
よ
い
。
低
所
得
の
者
（
僅
少
労
働
従
事
者
）
も
会
費
負
担
が
免
除
さ
れ
る
。
ウ
ィ
ー
ン
労
働
者
会
議
所
で
は
八
一
・
四
万
人
の
会
員
の
う
ち
一
九
・
三
万
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人
が
会
費
免
除
者
で
あ
る（
二
〇
〇
九
年
）。四
人
に
一
人
が
会
費
を
負
担
し
て
い
な
い
こ
と
に
な
る
が
、労
働
者
会
議
所
と
し
て
は
こ
の
こ
と
を
と
く
に
問
題
視
し
て
い
な
い
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
会
費
の
額
は
、
法
律
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
る
の
で
は
な
く
、
労
働
者
会
議
所
総
会
で
決
め
ら
れ
る
。
た
だ
し
会
費
料
率
は
、
法
定
医
療
保
険
に
お
け
る
標
準
報
酬
を
基
礎
と
し
て
そ
の
〇
・
五
％
を
超
え
て
は
な
ら
な
い
と
さ
れ
る
（
六
一
条
二
項
）。
法
定
医
療
保
険
に
お
け
る
二
〇
一
〇
年
の
標
準
報
酬
月
額
（
賞
与
を
含
ま
な
い
）
の
上
限
は
四
一
一
〇
ユ
ー
ロ
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
、
会
費
月
額
は
、
二
〇
・
五
五
ユ
ー
ロ
が
上
限
と
な
る
。
ウ
ィ
ー
ン
労
働
者
会
議
所
に
お
け
る
会
費
の
平
均
月
額
は
八
・
九
六
ユ
ー
ロ
で
あ
る
。
会
費
は
、
賃
金
か
ら
控
除
さ
れ
る
。
使
用
者
は
会
費
納
入
義
務
を
負
う
労
働
者
の
賃
金
か
ら
、
会
費
を
控
除
す
べ
き
義
務
を
負
う
。
使
用
者
は
社
会
保
険
料
と
と
も
に
会
費
を
控
除
し
、
社
会
保
険
者
に
納
入
す
る
。
す
な
わ
ち
労
働
者
会
議
所
の
会
費
は
、
使
用
者
と
社
会
保
険
者
が
労
働
者
会
議
所
に
代
わ
っ
て
、
労
働
者
か
ら
徴
収
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
社
会
保
険
の
シ
ス
テ
ム
を
用
い
て
い
る
こ
と
、
会
費
が
社
会
保
険
料
と
い
わ
ば
同
等
の
位
置
づ
け
を
与
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
特
徴
的
で
あ
る
。
ウ
ィ
ー
ン
労
働
者
会
議
所
だ
け
で
年
間
会
費
収
入
は
八
七
〇
〇
万
ユ
ー
ロ
を
超
え
て
お
り
、
こ
の
よ
う
な
潤
沢
な
財
源
が
会
員
に
対
す
る
種
々
の
サ
ー
ビ
ス
を
可
能
に
し
て
い
る
。
労
働
者
会
議
所
は
会
員
か
ら
の
会
費
収
入
に
よ
っ
て
運
営
さ
れ
て
お
り
、
公
費
投
入
は
行
わ
れ
て
い
な
い
。
３
労
働
者
会
議
所
の
権
限
・
機
能
労
働
者
会
議
所
が
労
働
者
の
利
益
代
表
と
し
て
の
職
務
を
果
た
す
た
め
に
、
具
体
的
に
は
以
下
の
事
項
に
つ
い
て
権
限
が
認
め
ら
れ
て
い
る
（
労
働
者
会
議
所
法
四
条
二
項
）。
す
な
わ
ち
、
法
案
に
対
す
る
意
見
表
明
や
立
法
機
関
へ
の
報
告
・
提
言
（
一
号
）、
行
政
機
関
へ
の
提
言
・
報
告
や
行
政
規
則
に
対
す
る
意
見
表
明
、
法
に
基
づ
く
国
家
行
政
へ
の
関
与
（
二
号
）、
法
の
範
囲
内
で
の
、
団
体
等
へ
の
代
表
者
の
派
遣
や
派
遣
者
の
提
案（
三
号
）、労
働
関
係
に
関
わ
る
、あ
る
い
は
労
働
者
や
そ
の
家
族
の
経
済
的
・
社
会
的
地
位
の
向
（
）
５０
（
）
５１
（
）
５２
（
）
５３
（
）
５４
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上
に
寄
与
す
る
あ
ら
ゆ
る
措
置
、
同
目
的
に
資
す
る
施
設
の
創
設
、
管
理
な
ら
び
に
支
援
（
四
号
）、
教
育
、
文
化
、
環
境
保
護
、
消
費
者
保
護
、余
暇
形
成
、健
康
保
障
・
健
康
促
進
、住
居
関
係
な
ら
び
に
フ
ル
タ
イ
ム
で
の
就
業
促
進
に
か
か
る
措
置
、施
設
の
創
設
・
管
理
な
ら
び
に
支
援
（
五
号
）、
物
価
の
決
定
な
ど
経
済
運
営
に
か
か
る
措
置
（
六
号
）、
労
働
者
の
状
況
に
か
か
る
学
術
調
査
お
よ
び
研
究
の
遂
行
（
七
号
）、
労
働
者
の
利
益
に
関
わ
る
あ
ら
ゆ
る
事
項
に
つ
い
て
の
情
報
提
供
（
八
号
）、
労
働
者
会
議
所
総
会
の
代
議
員
候
補
者
グ
ル
ー
プ
の
活
動
の
支
援
（
九
号
）、
鑑
定
・
提
案
お
よ
び
そ
の
他
の
法
定
共
同
権
に
よ
る
国
際
関
係
に
お
け
る
労
働
者
の
利
益
の
擁
護
、
外
国
お
よ
び
国
際
的
な
組
織
な
い
し
団
体
と
の
関
係
の
保
持
（
一
〇
号
）
で
あ
る
。
さ
ら
に
労
働
者
会
議
所
は
、
職
場
を
訪
問
す
る
な
ど
し
て
労
働
法
、
社
会
保
険
法
お
よ
び
労
働
者
保
護
法
の
各
規
定
が
遵
守
さ
れ
る
よ
う
監
視
す
る
権
限
が
あ
る
（
五
条
一
項
）。
ま
た
前
述
２（
２
）の
会
員
の
法
的
助
言
な
ら
び
に
法
的
保
護
を
受
け
る
権
利
に
対
応
し
て
、労
働
者
会
議
所
は
会
員
に
対
し
て
法
的
助
言
な
ら
び
に
法
的
保
護
を
行
う
べ
き
義
務
を
負
う（
七
条
一
項
）。労
働
組
合
や
事
業
所
委
員
会
に
対
す
る
助
言
や
支
援
、協
働
も
、労
働
者
会
議
所
の
任
務
で
あ
る（
六
条
）。
以
上
に
加
え
て
労
働
者
会
議
所
は
、法
に
よ
り
委
託
さ
れ
た
国
家
行
政
の
任
務
を
引
き
受
け
る
権
限
が
あ
る
（
八
条
）。
右
の
労
働
者
会
議
所
の
権
限
・
機
能
は
、
以
下
の
四
点
に
特
徴
づ
け
ら
れ
る
。
第
一
に
、
労
働
者
会
議
所
が
国
に
対
し
て
労
働
者
の
利
益
を
代
表
す
る
組
織
と
し
て
積
極
的
に
関
与
す
る
こ
と
で
あ
る
。
労
働
者
会
議
所
は
立
法
機
関
、
行
政
機
関
に
意
見
を
述
べ
る
な
ど
し
て
関
与
す
る
が
、
そ
れ
だ
け
で
な
く
労
働
組
合
の
提
案
に
基
づ
い
て
非
職
業
裁
判
官
を
労
働
・
社
会
裁
判
所
に
派
遣
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
司
法
機
関
に
も
関
わ
っ
て
い
る
。
第
二
に
、
労
働
・
社
会
保
障
法
に
関
わ
る
事
項
だ
け
で
な
く
、
教
育
、
文
化
、
環
境
保
護
な
ど
労
働
者
や
そ
の
家
族
の
、
労
働
以
外
の
生
活
に
関
わ
る
事
項
に
も
広
く
関
与
し
て
い
る
。
第
三
に
、
労
働
者
会
議
所
は
、
労
働
法
、
社
会
保
障
法
、
税
法
、
消
費
者
法
な
ど
の
専
門
家
を
多
数
擁
し
、
連
邦
省
や
大
学
と
も
共
同
し
て
学
術
調
査
・
研
究
を
行
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
会
員
や
労
働
組
合
に
専
門
的
か
つ
適
切
な
助
言
を
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
て
い
る
。
第
四
に
、
会
員
に
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対
す
る
充
実
し
た
サ
ー
ビ
ス
で
あ
る
。
一
般
的
な
情
報
提
供
は
、
会
員
宅
に
郵
送
さ
れ
る
月
刊
誌
（
年
一
〇
回
発
行
）
や
情
報
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
。
こ
れ
ら
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に
も
公
開
さ
れ
て
い
る
。
情
報
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
は
、
労
働
契
約
や
労
働
時
間
、
退
職
金
や
企
業
年
金
と
い
っ
た
労
働
問
題
の
み
な
ら
ず
、
医
療
保
障
、
さ
ら
に
は
旅
行
の
計
画
や
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
購
入
に
役
立
つ
情
報
と
い
っ
た
も
の
ま
で
多
様
で
あ
る
。
重
要
な
情
報
に
つ
い
て
は
、
ド
イ
ツ
語
の
み
な
ら
ず
ト
ル
コ
語
や
ボ
ス
ニ
ア
・
ク
ロ
ア
チ
ア
・
セ
ル
ビ
ア
語
で
も
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
が
印
刷
さ
れ
て
い
る
。
法
律
相
談
（
法
的
助
言
）
は
、
面
談
、
電
話
、
書
面
も
し
く
は
メ
ー
ル
で
行
わ
れ
る
が
、
電
話
相
談
が
圧
倒
的
に
多
い
。
法
律
相
談
も
、
ド
イ
ツ
語
以
外
の
言
語
で
の
対
応
も
行
っ
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。
労
働
問
題
が
法
律
相
談
で
解
決
で
き
な
い
場
合
に
は
、
訴
訟
支
援
も
行
う
。
も
ち
ろ
ん
そ
の
際
、
訴
訟
を
提
起
す
る
十
分
な
理
由
が
あ
る
か
が
労
働
者
会
議
所
に
よ
っ
て
専
門
的
見
地
か
ら
判
断
さ
れ
る
。
勝
訴
の
見
込
み
が
あ
る
場
合
に
は
、
労
働
者
は
費
用
の
心
配
な
く
労
働
者
会
議
所
の
支
援
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
４
労
働
者
会
議
所
と
労
働
組
合
の
関
係
労
働
者
会
議
所
も
労
働
組
合
も
、
事
業
所
レ
ベ
ル
を
超
え
た
労
働
者
を
代
表
す
る
組
織
で
あ
る
点
で
一
致
す
る
。
三
二
五
万
人
の
労
働
者
す
べ
て
を
カ
バ
ー
す
る
労
働
者
会
議
所
と
、
一
二
四
万
人
の
組
合
員
を
擁
す
る
労
働
組
合
総
同
盟
（
労
働
組
合
）
と
の
間
で
、
競
争
関
係
や
衝
突
・
摩
擦
が
生
じ
て
も
不
思
議
で
は
な
い
。
し
か
し
、
労
働
者
会
議
所
と
労
働
組
合
は
強
い
協
力
関
係
に
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
労
働
者
会
議
所
法
に
照
ら
し
て
も
明
ら
か
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
前
述
３
の
と
お
り
、
労
働
組
合
に
対
し
て
労
働
者
会
議
所
が
助
言
し
、
ま
た
労
働
者
の
利
益
促
進
の
た
め
に
支
援
、
協
働
す
る
こ
と
は
労
働
者
会
議
所
の
任
務
の
一
つ
で
あ
る
（
労
働
者
会
議
所
法
六
条
）。
実
際
に
両
者
は
競
争
関
係
に
あ
る
と
い
う
よ
り
、
協
力
（
助
け
合
い
の
）
関
係
に
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
は
単
に
法
の
要
請
に
よ
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
を
指
摘
し
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
同
条
は
現
行
法
（
一
九
九
一
年
法
）
制
定
の
際
に
加
え
ら
れ
た
が
、
両
者
の
協
力
関
係
は
そ
れ
以
前
か
ら
存
在
し
、
そ
の
実
態
が
現
行
法
に
お
い
て
承
認
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
（
）
５５
（
）
５６（
）
５７
（
）
５８
（
）
５９
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競
争
関
係
で
は
な
く
協
力
関
係
に
あ
る
例
と
し
て
、
た
と
え
ば
前
述
三
３（
１
）の
と
お
り
、
理
論
上
は
労
働
者
会
議
所
も
使
用
者
団
体
と
労
働
協
約
を
締
結
し
う
る
が
、
労
働
者
会
議
所
は
こ
れ
ま
で
労
働
協
約
を
締
結
し
た
こ
と
は
な
く
控
え
め
な
立
場
を
保
持
し
て
い
る
。
し
か
し
、
労
働
者
会
議
所
が
労
働
協
約
に
対
し
て
無
関
心
と
い
う
わ
け
で
は
な
く
、
労
働
協
約
締
結
に
先
行
す
る
賃
金
交
渉
な
ど
の
団
体
交
渉
に
お
い
て
後
方
か
ら
労
働
組
合
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
る
。
前
述
３
の
と
お
り
、
労
働
者
会
議
所
は
多
数
の
専
門
家
を
擁
し
て
お
り
こ
の
よ
う
な
支
援
が
可
能
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
専
門
家
の
支
援
を
労
働
組
合
が
受
け
ら
れ
る
例
は
、
他
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
に
お
い
て
は
あ
ま
り
見
ら
れ
な
い
。
し
か
し
労
働
者
会
議
所
が
労
働
組
合
を
支
援
し
、
場
合
に
よ
っ
て
は
抑
制
的
な
立
場
を
と
っ
た
と
し
て
も
、
労
働
者
の
行
動
い
か
ん
に
よ
っ
て
は
労
働
者
会
議
所
が
労
働
組
合
を
弱
体
化
さ
せ
る
こ
と
に
も
な
り
か
ね
な
い
。
労
働
者
が
自
ら
の
利
益
を
代
表
し
て
く
れ
る
組
織
と
し
て
、
ま
た
労
働
問
題
が
生
じ
た
と
き
に
助
け
を
求
め
る
機
関
と
し
て
、
労
働
者
会
議
所
を
信
頼
し
、
か
つ
労
働
者
会
議
所
で
足
り
る
と
考
え
れ
ば
、
労
働
者
は
労
働
組
合
に
加
入
し
な
い
か
も
し
れ
な
い
。
付
言
す
る
な
ら
ば
、
労
働
組
合
に
加
入
す
れ
ば
労
働
者
は
組
合
費
の
支
出
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
し
、
前
述
三
３（
２
）の
と
お
り
オ
ー
ス
ト
リ
ア
で
は
労
働
協
約
の
適
用
を
受
け
る
使
用
者
に
雇
用
さ
れ
る
労
働
者
（
組
合
員
の
み
な
ら
ず
非
組
合
員
も
含
む
）
に
労
働
協
約
の
効
力
が
及
ぶ
た
め
、
労
働
組
合
に
加
入
す
れ
ば
労
働
協
約
の
適
用
を
受
け
ら
れ
る
と
い
う
メ
リ
ッ
ト
も
な
い
。
前
述
３
の
と
お
り
労
働
者
会
議
所
に
よ
る
労
働
者
向
け
サ
ー
ビ
ス
、
サ
ポ
ー
ト
は
充
実
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
わ
ざ
わ
ざ
労
働
組
合
に
入
る
必
要
は
な
い
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
。
少
な
く
と
も
現
在
ま
で
は
、
労
働
者
会
議
所
の
存
在
が
労
働
組
合
を
脅
か
す
も
の
に
は
な
っ
て
い
な
い
。
そ
れ
は
労
働
者
会
議
所
と
労
働
組
合
が
強
い
協
力
関
係
と
信
頼
関
係
で
結
ば
れ
て
い
る
こ
と
、
両
者
が
協
働
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
よ
り
労
働
者
の
利
益
促
進
が
図
ら
れ
る
と
理
解
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
、
そ
の
理
由
で
あ
ろ
う
。
個
々
の
労
働
者
の
レ
ベ
ル
で
見
れ
ば
、
労
働
者
会
議
所
と
労
働
組
合
で
は
サ
ー
ビ
ス
や
情
報
提
供
の
種
類
が
異
な
る
の
で
、
受
け
た
い
サ
ー
ビ
ス
に
よ
っ
て
は
労
働
組
合
に
入
る
必
要
が
あ
る
こ
と
、
労
働
問
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題
に
巻
き
込
ま
れ
た
と
き
組
合
員
は
状
況
に
応
じ
て
労
働
者
会
議
所
と
労
働
組
合
の
い
ず
れ
に
も
相
談
で
き
る
こ
と
、
事
業
所
委
員
会
と
の
結
び
つ
き
は
労
働
組
合
の
方
が
密
で
あ
り
事
業
所
に
関
わ
る
問
題
は
労
働
組
合
に
助
言
を
求
め
る
の
が
適
し
て
い
る
こ
と
な
ど
が
、
労
働
組
合
加
入
の
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
指
摘
で
き
る
。
さ
て
、
労
働
者
会
議
所
と
労
働
組
合
は
労
働
者
の
利
益
を
代
表
す
る
組
織
で
あ
り
強
い
協
力
関
係
に
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
が
取
り
組
む
べ
き
任
務
に
は
共
通
す
る
点
も
あ
る
が
、
緩
や
か
な
役
割
分
担
を
見
る
こ
と
が
で
き
る（
図
２
参
照
）。第
一
に
、労
働
組
合
が
労
働
者
の
職
業
上
の
利
益
を
代
表
す
る
の
に
対
し
て
、
労
働
者
会
議
所
は
そ
れ
を
超
え
て
生
活
全
般
に
つ
い
て
労
働
者
の
利
益
を
代
表
す
る
。
す
な
わ
ち
、
労
働
組
合
が
も
っ
ぱ
ら
労
働
に
関
す
る
事
項
を
取
り
扱
う
の
に
対
し
て
、
労
働
者
会
議
所
は
教
育
や
文
化
、
環
境
保
護
、
消
費
者
保
護
、
健
康
保
障
な
ど
、
労
働
者
の
生
活
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
事
項
を
も
そ
の
対
象
と
し
て
い
る
。
第
二
に
、
労
働
組
合
が
使
用
者
な
い
し
使
用
者
集
団
に
対
す
る
労
働
者
の
代
表
者
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
の
に
対
し
て
、
労
働
者
会
議
所
は
国
に
対
し
て
労
働
者
の
利
益
を
代
表
す
る
組
織
と
位
置
づ
け
ら
れ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
団
体
行
動
権
や
（
）
６０
（
）
６１
論 説
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図２ 労働組合と労働者会議所の役割分担イメージ（筆者作成）
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争
議
権
な
ど
使
用
者
に
対
抗
す
る
権
利
が
、
労
働
者
会
議
所
に
認
め
ら
れ
る
余
地
は
な
い
。
第
三
に
、
ま
っ
た
く
個
別
的
な
労
働
問
題
に
つ
い
て
は
、
団
結
・
集
団
を
前
提
と
す
る
労
働
組
合
よ
り
も
、
労
働
者
会
議
所
の
方
が
問
題
解
決
に
な
じ
む
。
五
お
わ
り
に
オ
ー
ス
ト
リ
ア
で
は
第
二
次
世
界
大
戦
後
、
強
力
な
社
会
的
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
も
と
、
労
働
組
合
総
同
盟
と
労
働
者
会
議
所
に
よ
っ
て
労
働
者
の
利
益
が
代
表
さ
れ
て
き
た
。
こ
れ
ら
の
オ
ー
ス
ト
リ
ア
に
独
特
な
労
働
者
利
益
代
表
制
度
は
、
労
働
者
の
団
結
の
自
由
を
十
分
に
尊
重
し
て
い
な
い
よ
う
に
も
見
え
る
。
す
な
わ
ち
一
方
で
、
憲
法
上
団
結
の
自
由
が
保
障
さ
れ
て
い
る
と
は
い
え
、
労
働
組
合
総
同
盟
が
事
実
上
唯
一
の
組
合
で
あ
る
以
上
、
労
働
者
に
労
働
組
合
選
択
の
自
由
は
な
い
。
理
論
上
は
新
た
な
労
働
組
合
を
結
成
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
が
、
実
現
可
能
性
は
き
わ
め
て
乏
し
い
。
他
方
で
、
団
結
の
自
由
と
は
む
し
ろ
相
容
れ
な
い
も
の
と
し
て
の
労
働
者
会
議
所
の
存
在
が
あ
る
。
す
べ
て
の
労
働
者
は
労
働
者
会
議
所
へ
の
加
入
が
義
務
づ
け
ら
れ
、
一
定
の
者
を
除
き
会
費
を
負
担
す
る
義
務
を
も
負
う
。
労
働
組
合
も
労
働
者
会
議
所
も
民
主
的
に
運
営
さ
れ
て
い
る
と
は
い
え
、
こ
れ
ら
が
中
央
集
権
的
性
格
を
多
分
に
帯
び
て
い
る
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
。
ド
イ
ツ
の
よ
う
に
、
労
働
者
利
益
代
表
が
使
用
者
と
対
抗
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
労
働
条
件
の
維
持
・
向
上
を
図
り
、
労
働
者
の
生
活
を
改
善
す
る
と
い
う
方
法
は
、
お
そ
ら
く
労
働
組
合
運
動
の
基
本
パ
タ
ー
ン
で
あ
る
が
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
は
こ
の
よ
う
な
方
法
を
と
っ
て
い
な
い
。
労
働
組
合
が
争
議
権
を
行
使
す
る
こ
と
も
ほ
と
ん
ど
な
く
、
む
し
ろ
労
働
者
利
益
代
表
が
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
・
フ
ォ
ー
マ
ル
に
立
法
や
行
政
に
影
響
力
を
行
使
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
労
働
者
の
地
位
の
向
上
が
図
ら
れ
て
い
る
。
オ
ー
ス
ト
リ
ア
で
こ
れ
が
可
能
と
な
っ
て
い
る
の
は
、
第
二
次
世
界
大
戦
後
の
特
殊
な
経
済
・
社
会
事
情
と
強
力
な
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
形
成
、
対
話
と
交
渉
を
重
ん
じ
妥
協
と
利
益
調
整
を
追
求
す
る
政
治
風
土
、
比
較
的
安
定
し
た
中
道
左
派
政
権
、
さ
ら
に
は
首
都
一
極
集
中
型
の
小
（
）
６２
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国
で
あ
る
こ
と
も
影
響
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
本
稿
で
考
察
し
た
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
労
働
者
の
利
益
代
表
制
度
を
日
本
の
そ
れ
と
単
純
に
比
較
分
析
す
る
こ
と
は
適
当
で
な
い
。
と
は
い
え
労
働
者
利
益
代
表
の
あ
り
方
を
検
討
す
る
際
に
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
よ
う
な
労
働
者
利
益
代
表
も
存
在
す
る
こ
と
、
そ
し
て
そ
れ
が
現
実
に
機
能
し
て
い
る
こ
と
を
知
る
の
は
重
要
で
あ
る
。
こ
れ
に
加
え
て
、
一
で
述
べ
た
よ
う
に
オ
ー
ス
ト
リ
ア
労
働
法
の
理
解
の
た
め
に
、
本
稿
の
意
義
が
あ
る
と
考
え
る
。
※
本
稿
は
、
日
本
学
術
振
興
会
平
成
二
二
年
度
特
定
国
派
遣
研
究
者
と
し
て
支
援
を
受
け
た
、
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
（
１
）
西
村
健
一
郎
「
オ
ー
ス
ト
リ
ア
労
働
法
の
概
要
と
そ
の
特
色
」
下
井
隆
史
他
編
訳
『
オ
ー
ス
ト
リ
ア
労
使
関
係
法
』（
信
山
社
、
一
九
九
二
年
）
二
二
七
頁
。
（
２
）
ド
イ
ツ
の
労
働
組
合
と
事
業
所
委
員
会
の
意
義
や
機
能
に
つ
い
て
述
べ
た
論
文
は
多
数
あ
る
が
、
比
較
的
最
近
の
も
の
と
し
て
、
ベ
ル
ン
ト
・
ヴ
ァ
ー
ス
「
ド
イ
ツ
に
お
け
る
労
使
関
係
の
分
権
化
と
労
働
組
合
お
よ
び
従
業
員
代
表
の
役
割
」
日
本
労
働
研
究
雑
誌
五
五
五
号
（
二
〇
〇
六
年
）
一
一
頁
以
下
、
緒
方
桂
子
「
ド
イ
ツ
に
み
る
労
働
組
合
機
能
と
従
業
員
代
表
機
能
の
調
整
」
季
刊
労
働
法
二
一
六
号
（
二
〇
〇
七
年
）
六
六
頁
以
下
。
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
労
働
組
合
、事
業
所
委
員
会
に
つ
い
て
は
、フ
ラ
ン
ツ
・
シ
ュ
ラ
ン
ク「
企
業
レ
ベ
ル
の
労
使
関
係
」下
井
隆
史
他
編
訳
『
オ
ー
ス
ト
リ
ア
労
使
関
係
法
』（
信
山
社
、
一
九
九
二
年
）
三
一
頁
以
下
、
ゴ
ッ
ト
フ
リ
ー
ト
・
ヴ
ィ
ン
ク
ラ
ー
「
全
国
レ
ベ
ル
の
労
使
関
係
」
同
書
六
二
頁
以
下
、
西
村
・
前
掲
注（
１
）二
三
二
頁
以
下
を
参
照
。
（
３
）
ド
イ
ツ
に
つ
い
て
、
ヴ
ァ
ー
ス
・
前
掲
注（
２
）一
一
頁
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
に
つ
い
て
、
シ
ュ
ラ
ン
ク
・
前
掲
注（
２
）三
一
頁
。
（
４
）
労
働
者
会
議
所
の
正
式
名
称
は
、「
現
業
労
働
者
（Arbeiter
）・
職
員
（Angestellte
）
会
議
所
」
で
あ
る
。
原
語
に
忠
実
で
あ
れ
ば
略
称
（Arbeiterkammer
）
は
「
現
業
労
働
者
会
議
所
」
と
す
べ
き
で
あ
る
が
、
実
態
を
鑑
み
て
労
働
者
会
議
所
の
訳
語
を
あ
て
る
。
本
稿
で
「
労
働
者
」
と
し
て
想
定
し
て
い
る
の
は
、
現
業
労
働
者
・
職
員
の
双
方
を
含
む
被
用
者
全
体
で
あ
り
、Arbeitnehmer
に
相
当
す
る
。
（
５
）
テ
オ
ド
ー
ル
・
ト
ー
マ
ン
ド
ル
「
オ
ー
ス
ト
リ
ア
労
働
法
の
歴
史
的
発
展
と
基
本
的
構
造
」
下
井
隆
史
他
編
訳
『
オ
ー
ス
ト
リ
ア
労
使
関
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係
法
』（
信
山
社
、
一
九
九
二
年
）
九
頁
以
下
。
（
６
）Mayer-Maly,
Entwicklungstendenzen
des
österreichischen
Arbeitsrechts,
in
Tomandl
(Hrsg.),
Standort
und
Entwicklungstendenzen
desArbeitsrechts,1981,S.9.
（
７
）
ゲ
ル
ハ
ル
ト
・
エ
ア
シ
ュ
ニ
ッ
グ「
オ
ー
ス
ト
リ
ア
に
お
け
る
社
会
的
パ
ー
ト
ナ
ー
制
」労
働
法
律
旬
報
一
四
五
六
号（
一
九
九
九
年
）四
〇
頁
。
（
８
）BGBl.INr.2/2008.
（
９
）Salumn,„DerBegriffderSozialpartnerschaftnach
derverfassungsrechtlichen
Verankerung
in
Art120a
Abs2
B-
VG“,JRP
2010,S.33ff.
（
）Salumn
(Anm.9),S.34.
１０
（
）Tálos,Sozialpartnerschaft,2008,S.10.
１１
（
）Tálos(Anm.11),S.9.
１２
（
）Tálos(Anm.11),S.20.
１３
（
）
ヴ
ィ
ン
ク
ラ
ー
・
前
掲
注（
２
）七
〇
頁
。
１４
（
）Tálos(Anm.11),S.21.
１５
（
）Tálos(Anm.11),S.24.
１６
（
）Tálos(Anm.11),S.29.
１７
（
）
エ
ア
シ
ュ
ニ
ッ
グ
・
前
掲
注（
７
）四
五
頁
、Kienzl,Sozialpartnerschaft,2005,S.42.
１８
（
）
現
在
は
、
経
済
・
社
会
問
題
審
議
会
、
国
際
問
題
部
会
、
賃
金
部
会
、
競
争
・
物
価
部
会
の
四
つ
が
設
置
さ
れ
て
い
る
。http://www.
１９sozialpartner.at/sozialpartner/Sozialpartnerschaft_mission_de.pdf
（
）
エ
ア
シ
ュ
ニ
ッ
グ
・
前
掲
注（
７
）四
六
頁
以
下
、Karlhofer/Tálos,„Sozialpartnerschaftam
Abstieg“,in
Tálos
(Hrsg.),
２０Schwarz-Blau,2006,S.102.
（
）
労
働
者
会
議
所
選
挙
の
投
票
率
は
、
六
三
％
（
一
九
八
四
年
）→
四
九
％
（
一
九
八
九
年
）→
三
一
％
（
一
九
九
四
年
）
に
、
商
工
会
議
所
２１選
挙
の
投
票
率
は
、
七
〇
％
（
一
九
八
五
年
）→
六
二
％
（
一
九
九
一
年
）→
五
二
％
（
一
九
九
五
年
）
に
低
下
し
た
。Tálos(Anm.11),S.
オーストリアにおける事業所レベルを超えた労働者利益代表の意義と機能
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77.
な
お
四
２（
２
）の
と
お
り
、
労
働
者
会
議
所
選
挙
の
投
票
率
は
一
九
九
九
年
に
い
っ
た
ん
回
復
す
る
。
（
）Karlhofer/Tálos(Anm.20),S.106.
２２
（
）Karlhofer/Tálos
(Anm.20),S.110,112,Tálos,„Politik
in
Schwarz-Blau/Orange.Eine
Blianz“
in
Tálos
(Hrsg.),
２３Schwarz-Blau,2006,S.336.
（
）Karlhofer/Tálos(Anm.20),S.108.
２４
（
）Tálos(Anm.11),S.115.
２５
（
）http://www.sozialpartner.at/sozialpartner/Sozialpartnerschaft_mission_de.pdf
２６
（
）
オ
ー
ス
ト
リ
ア
に
お
い
て
は
、
連
邦
憲
法
の
ほ
か
、
欧
州
人
権
条
約
、
国
家
基
本
法
な
ど
が
、
憲
法
（
広
義
）
に
あ
た
る
。
２７
（
）EGMR,
Urteil
vom
12.11.2008,
Urteil
vom
21.4.2009.
Wedl,
„Neues
aus
der
Judikatur
des
EGMR
zu
２８gewerkschaftlichen
Grundrechten“,DRdA
2009,S.458ff.
（
）
ヴ
ィ
ン
ク
ラ
ー
・
前
掲
注（
２
）六
二
頁
。
雇
用
さ
れ
て
い
る
薬
剤
師
、歯
科
技
工
士
な
ど
一
部
の
職
種
に
つ
い
て
は
、労
働
組
合
総
同
盟
２９の
外
に
労
働
組
合
が
結
成
さ
れ
て
い
る
。
（
）Foglar/Achitz,Pressekonferenznach
dem
ÖGB-Bundesvorstand,2009,S.7.
３０
（
）Tomandl,ArbeitsrechtI,6.Aufl.,2008,S.29.
３１
（
）http://www.oegb.at/servlet/ContentServer?pagename=OEGBZ/Page/OEGBZ_Index&n=OEGBZ_2
エ
ア
シ
ュ
ニ
ッ
グ
・
３２前
掲
注（
７
）四
一
頁
。
（
）http://wko.at/statistik/Extranet/Langzeit/lang-streiks.pdf
３３
（
）
ヴ
ィ
ン
ク
ラ
ー
・
前
掲
注（
２
）六
三
頁
。
３４
（
）
エ
ア
シ
ュ
ニ
ッ
グ
・
前
掲
注（
７
）四
二
頁
。
３５
（
）
た
と
え
ば
、労
働
者
会
議
所
法
に
よ
り
、連
邦
労
働
者
会
議
所
に「
使
用
者
側
の
」労
働
協
約
締
結
能
力
が
与
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
労
３６働
者
会
議
所
に
雇
用
さ
れ
る
労
働
者
と
の
関
係
で
必
要
と
な
る
。
ま
た
、
民
営
化
や
独
立
行
政
法
人
化
の
過
程
で
、
雇
用
市
場
サ
ー
ビ
ス
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
ポ
ス
ト
（
郵
便
）
テ
レ
コ
ム
社
、
大
学
連
合
な
ど
に
、
特
別
法
に
よ
り
使
用
者
側
の
労
働
協
約
締
結
能
力
が
付
与
さ
れ
た
。
（
）
使
用
者
側
に
任
意
加
入
の
職
業
団
体
は
存
在
す
る
が
、
労
働
協
約
締
結
は
商
工
会
議
所
に
委
ね
て
い
る
。
エ
ア
シ
ュ
ニ
ッ
グ
・
前
掲
注
３７
論 説
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（
７
）四
二
頁
。
（
）
労
働
協
約
の
空
間
的
適
用
領
域
を
一
つ
の
企
業
に
限
定
す
る
こ
と
（
企
業
別
協
約
）
も
可
能
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
労
働
協
約
３８締
結
当
事
者
が
特
定
の
企
業
（
使
用
者
）
に
不
利
に
な
る
よ
う
労
働
協
約
を
締
結
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
い
っ
た
、
理
論
上
の
問
題
も
指
摘
さ
れ
る
。Tomandl(Anm.31),S.147.
（
）SGBl.Nr.100/1920.
３９
（
）Pellar,Die
Kammern
fürArbeiterund
Angestellte,2007,S.4.
４０
（
）BGBl.Nr.95/1945.
４１
（
）BGBl.Nr.105/1954.
４２
（
）BGBl.Nr.626/1991.
４３
（
）
ヴ
ィ
ン
ク
ラ
ー
・
前
掲
注（
２
）六
一
頁
。
４４
（
）
選
出
さ
れ
る
代
議
員
数
は
、各
州
の
労
働
者
会
議
所
で
異
な
る
。
最
多
が
ウ
ィ
ー
ン（
州
）の
一
八
〇
名
、最
も
少
な
い
の
が
ブ
ル
ゲ
ン
ラ
４５ン
ト
州
の
五
〇
名
で
あ
る
（
労
働
者
会
議
所
法
四
七
条
一
項
）。
（
）
実
際
に
、
申
し
出
を
し
て
選
挙
人
名
簿
に
登
載
さ
れ
る
者
は
、
該
当
者
の
一
～
二
割
に
す
ぎ
な
い
。
４６
（
）Pellar(Anm.40),S.34.
も
ち
ろ
ん
国
政
選
挙
に
比
べ
る
と
規
模
は
小
さ
い
。
二
〇
〇
九
年
の
労
働
者
会
議
所
の
選
挙
人
数
が
、
約
４７二
六
八
万
人
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
二
〇
一
〇
年
の
連
邦
大
統
領
選
挙
の
選
挙
人
数
は
、
約
六
三
四
万
人
で
あ
っ
た
。
（
）
エ
ア
シ
ュ
ニ
ッ
グ
・
前
掲
注（
７
）四
七
頁
。
４８
（
）
ち
な
み
に
オ
ー
ス
ト
リ
ア
で
は
こ
れ
ま
で
国
政
選
挙
の
投
票
率
は
高
水
準
を
維
持
し
て
き
た
。
二
〇
〇
四
年
の
連
邦
大
統
領
選
挙
の
投
票
４９率
は
七
一
・
六
％
、
二
〇
〇
八
年
の
国
民
議
会
選
挙
の
投
票
率
は
七
八
・
八
％
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
二
〇
一
〇
年
の
連
邦
大
統
領
選
挙
の
投
票
率
は
、
五
三
・
六
％
に
ま
で
落
ち
込
ん
だ
。
（
）http://wien.arbeiterkammer.at/online/ak-wien-in-zahlen-7432.html
５０
（
）
二
〇
一
〇
年
九
月
に
実
施
し
た
ウ
ィ
ー
ン
労
働
者
会
議
所
で
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
よ
る
。
会
費
免
除
者
に
は
、
週
一
日
し
か
働
か
な
い
者
５１や
学
生
ア
ル
バ
イ
ト
が
含
ま
れ
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
が
、
こ
れ
ら
の
者
に
は
深
刻
な
労
働
問
題
が
起
き
に
く
い
た
め
、
労
働
者
会
議
所
と
し
て
も
特
段
の
対
処
を
す
る
必
要
が
な
く
、
し
た
が
っ
て
会
費
を
免
除
す
る
こ
と
に
よ
る
支
障
は
感
じ
ら
れ
な
い
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
オーストリアにおける事業所レベルを超えた労働者利益代表の意義と機能
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（
）http://wien.arbeiterkammer.at/online/ak-wien-in-zahlen-7432.html
５２
（
）
会
費
は
社
会
保
険
料
と
と
も
に
賃
金
か
ら
控
除
さ
れ
、
し
か
も
給
与
明
細
に
内
訳
が
示
さ
れ
な
い
こ
と
が
一
般
的
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
多
５３く
の
労
働
者
は
実
際
の
会
費
額
を
知
ら
な
い
で
あ
ろ
う
し
、
ま
た
関
心
も
な
い
で
あ
ろ
う
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
（
）http://wien.arbeiterkammer.at/online/ak-wien-in-zahlen-7432.html
５４
（
）
ウ
ィ
ー
ン
労
働
者
会
議
所
で
は
、
二
〇
〇
九
年
に
三
七
万
七
千
件
の
法
的
助
言
を
行
っ
た
が
、
電
話
相
談
が
三
〇
万
四
千
件
、
面
談
が
六
５５万
三
千
件
で
、
文
書
相
談
は
わ
ず
か
一
万
件
で
あ
っ
た
。http://wien.arbeiterkammer.at/online/ak-wien-in-zahlen-7432.html
（
）
ウ
ィ
ー
ン
労
働
者
会
議
所
で
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
よ
る
。
５６
（
）
た
だ
し
、
自
由
就
業
者
を
含
め
た
人
数
で
あ
る
。http://www.statistik.at/web_de/statistiken/arbeitsmarkt/erwerbsstatus/
５７erwerbspersonen/023375.html
（
）
ヴ
ィ
ン
ク
ラ
ー
・
前
掲
注（
２
）六
三
頁
も
、「
競
争
は
な
く
、
自
覚
的
な
役
割
分
担
が
存
す
る
」
と
述
べ
る
。
役
割
分
担
に
つ
い
て
は
図
２
５８を
参
照
。
（
）Pellar(Anm.40),S.23.
５９
（
）
ウ
ィ
ー
ン
労
働
者
会
議
所
で
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
よ
る
。
６０
（
）Pellar(Anm.40),S.22.
６１
（
）
政
治
・
経
済
が
ウ
ィ
ー
ン
に
集
中
し
て
い
る
こ
と
に
加
え
、
面
積
で
は
オ
ー
ス
ト
リ
ア
全
土
の
二
〇
〇
分
の
一
を
占
め
る
に
す
ぎ
な
い
６２ウ
ィ
ー
ン
に
オ
ー
ス
ト
リ
ア
人
口
の
五
分
の
一
が
集
中
し
て
い
る
。
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